いわ て 未来 づく り 機 構 平成 2 3 年 度 第 1 回 ラウ ンド テー ブル 


日 時 : 平成 23 年 7 月 19 日 ( 火 ) 15:30<16:00 
会 場 : ホテ ル メ トロ ポリ タン 盛岡 ニュ ー ウ ィング [3 階 星雲 


次 第 


1 開会 


2 協議 事項 


































































































































































































① ラウ ンド テー ブル メン バー の 変更 に つい て 
@ ラウ ンド テー ブル の 共同 代表 の 互選 に つい て 
③ 作業 部 会 の 設置 及び 廃止 に つい て 
④ 大 震 災 か ら の 復興 に 向け た アビ ピール に つい て 
3 その 他 
4 閉会 
【 出 席 者 名 簿 】 
氏 名 所 属 
竹 秀 雄 | 前 大 船渡 商工 会 議 所 会 頭 、( 株 ) ア マタ ケ 相 談 役 * 欠席 
藤 井 克 己 | 岩手 大 学 学長 
谷 村 邦 从 | 岩手 県 商工 会 議 所 連合 会 副 会 長 、 み らち の く コ カ ・ コ ー ラ ボトリング 帽 社長 
| 村 大 久 | 岩手 県 立 大 学 学長 
高 橋 真 裕 | ( 社 ) 岩 手 経済 同友 会 代表 幹事 、 岩 手 銀行 頭取 
巡 増 拓 也 | 岩手 県 知事 * 欠 席 














作業 部 会 の 設置 及び 廃止 に つい て 


1 活動 方 針 
平成 2 3 年度 は 東日本 大 震 災 津波 か ら の 復旧 ・ 復 興 を テー マ と し て 活動 する 。 








2 作業 部 会 の 活動 
(1) 現行 の 各 作 業 部 会 の 活動 方 針 は 、 次 の と お り と する 。 























































































































作 業 部 会 < テー マッ > 活 動 方针 
第 1 作业 部 会 <1 次 产品 中 高 机 能 化 > 3 年 间 中 活动 终了 上 0 麻 止 
第 2 作業 部 会 く 産業 基盤 の 集積 と 強化 > 岩 災 を テー マ に 大 動 継続 
第 3 作業 部 会 < 岩手 ブラ ンド の 国内 外 展開 > 休止 
第 4 作業 部 会 こく 地域 力 を 支え る 人 材 育 成 > あと 2 年 間 、 芋 炎 を 加え 活動 継続 
第 5 作業 部 会 < 医療 と 福祉 体制 の 整備 充実 > 休止 
























































(2) 第 2、 第 4 の 作業 部 会 と 新た に 設置 する 部 会 を 中 心 と し て 、 岩 災 を テー マ に 活 
動 す る も の と する 。 
QD 「 機 構 会 員 が 行う 沿岸 の 産業 復興 支援 事業 (特に も の づく り 企 業 等 へ の 支援 


事业 ) ] 担当 : 第 2 作業 部 会 
② 「 機構 会 員 や 、 い わ て 高等 教育 コン ソー シア ム 等 が 行う 震 災 復 興 の た め の 
人 材 育成 事業 と 連携 し た 取組 等 」 担当 : 第 4 作業 部 会 








③ 「 公 募 型 復興 企画 推進 作業 部 会 (仮称 )」 担当 : 岩手 県 立 大 学 っ 新設 











(3) 第 3、 第 5 の 作業 部 会 は 、 岩 災 に より 活動 が 困難 に な っ た こと か ら 、 当 面 休 止 
と する 。 




















(4) 昨年 度 の 第 3 回 ラウ ンド テー ブル で 、 観光 作業 部 会 を 立ち 上 げ る こと と な っ て 
いた が 、 岩 災 の 発生 に より 1 年 間 見 送り と する も の の 、 来 年 度 、 本 県 で デス ト ネ 
ーション キャ ン ペ ー ン が 予定 され て いる こと か ら 、 こ れ に 対す る 必要 な 協力 は 、 

積極 的 に 行う も の で ある こと 。 











东 日 本 大 震 炎 津 波 办 放 中 复兴 I 向 证 大 了 七 一 儿 ( 案 ) 
『 が ん ば ろう 岩手 つなが ろう 岩手 | 紧急 了 七 一 儿 


本 県 は 、 去 る 3 月 11 日 、 国 内 钢 测 史上 最 大 DP”? 了 也 久 二 竹 2 一 下 9.0 と いう 東北 
地 方太 平 洋 溃 地 震 岂 津 波 I 上 见 舞 条 机 、 多 《 中方 之 加 亡 《 在 少 、 主 大 、 行 方 不 明之 
な る な ど 未 浪 有 の 大 被害 を 受け まし た 。 


私 た ち 岩 手 県 氏 は 人 繰り 返し 大 き な 炎 害 に 
A 、 先 人 は 、 結 (ゆい ) の 精神 に より 、 有 助け 合い 、 和 励ま し 倉 

な が 6 ら 大 し て きま し た 。 篤 た ち す 2 
et 引き 継い で いか な けれ ば な り ま せん 。 


この 全 り に 大 き な 自 然 巡 害 を 前 に する 時 、 こ の 度 、 世 界 向 産 に 状 録 され た 平 系 
が 、12 世紀 、 多 く の 人 銘 が 般 牲 と な っ た 戦乱 に よる 荒廃 か ら 立 ち 上 が り 、 平 和 な 
理想 卿 を 目指 し た 際 の 、 人 と 人 と の 共生 、 人 と 自然 と の 共生 の 理念 を 胸 に 、 復 鎧 
に 臨ん で いく べき も の と の 思い を 新た に し ます 。 


央 手 県 が 菓 内 各 居 の 方 々 と 共に 取り まとめ た 復 興 基本 村 画 案 で は 、「 安 全 の 確 


保 | 「 幕 らし の 再建 」 「 な り わ い の 再 生 」 の 原則 の 下 に 、「 い の ち を 守り 海上 
大 地 と 共に 生き る ふる さと 岩手 ・ 三 陸 の 創造 」 を 目指 し て 取り 組む こと と し て 
いま す 。 


オー ル 岩 手 の 官 民 協 働 の ネッ トワ ー ク で ある 「 い ね も わ て 未来 づく り 機 構 」 は 、 こ 
の 計画 の 目指 す 姿 の 実現 に 包 け て 、 地 域 を 提 う 人 材 の 育成 や 、 三 陸 の 海 の 資源 を 
活用 し た 新 産業 創 由 な ど 、 地 域 と 一 体 と な っ て 復 箇 に 取り 組 ん で いく こと を 会 買 
の 終 意 と し て アピ ー ル する も の で す 。 


平成 23 年 7 月 19 日 
いわ て 未来 づく り 機 構 
共同 代表 名 





いわ て 未来 づく り 機 構 会 则 (改正 案 ) 


(名 称 ) 

第 1 本 組織 は 、「 い わ て 未来 づく り 機 構 (以下 「 機 構 」 と いう 。) 」 と いう 。 
(目的 ) 

第 2 機構 は 、 岩 手 県 内 で 活動 する 組織 が 智 革 と 行動 力 を 結集 する た め の ネ ットワーク を 構築 
し 、 岩 手 県 の 地域 社会 の 総合 的 な 発展 に 向け て 県 民 カ を 挙げ オー ル 震 手 で 取り 組み 、 具 体 的 
に 実践 し て いく こと を 目的 と する 。 

(構成 ) 

第 3 機構 は 、 第 2 の 設置 目的 に 賛同 し 、 事 務 局 に 入会 の 意思 を 表示 し た 岩手 県 内 で 活動 する 

組織 (以下 「 会 員 」 と いう 。) を も っ て 構成 する 。 

(活動 事項 ) 

第 4 機構 は 、 第 2 の 目的 を 達成 する た め に 次 の 活動 を 行う 。 

1) 岩手 県 の 地域 社会 の 総合 的 な 発展 に 資す る 方 策 の 検討 及び 実践 
(2) (1) に 係る 情報 発信 

(3) 会 員 相互 及び ラウ ンド テー ブル と 会 員 の 意見 交換 及び 情報 共有 
(4) (1) て (3) を 行う た め の ネ ットワーク づく り 
(5) その 他 、 機 構 の 目的 を 達成 する た め に 必要 な 事項 の 検討 及び 実践 

(ラウ ンド テー ブル ) 

第 5 機構 に ラウ ンド テー ブル を 置く 。 

っ ー 設 3 テ 時 に お ける ラウ ンド デー ジッ フレ の 構成 具 -GQ ト ーー ラ ウッ ンド デ ュー プ フレ メッ ン スミ ーー とい いう ーー ナ 
は 別表 の と お り と する 。 

号 2 ラウ ンド テー ブル メン バー の 変更 は 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー の 過半 数 の 承認 を 得 て 
行う 。 

オオ 3 ラウ ンド テー ブル は 、 共 同 代 表 が 必要 と 認め た と き 開 催す る 。 

ちせ 4 ラウ ンド テー ブル は 、 岩 手 県 の 地域 社会 の 総合 的 な 発展 の た め に 克服 すべ き 重 要 な 課題 
に つい て 意見 を 交換 し 、 提 言 を 行う 。 

5 必要 に 応じ 、 学 識 経験 者 等 に ラウ ンド テー ブル へ の 出席 を 求め る こと が で きる 。 

(共同 代表 ) 

第 6 機構 に 共同 代表 を 若干 名 置く 。 

司 代 表 は 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー の 中 か ら 互 選 す る 。 

司 代 表 は 、 そ れ ぞ れ が 機構 を 代表 し 、 機 構 の 業務 を 統括 する 。 

4 共同 代表 の 任期 は 、2 年 と する 。 た だ し 、 再 任 を 妨げ な い 。 











































































































































































































































































































































































































会 は 、 共 同 代表 が 招集 する 。 
総会 の 議長 は 、 共 同 代 表 が 務め る 。 
総会 は 、 次 の 事項 を 議決 する 。 





























































































































































































































(2) 事業 報告 の 承認 
(3) 会 則 の 制定 及び 改正 
(4) その 他 必 要 と 認め られ る 事項 
(企画 委員 会 ) 
第 8 機構 に 、 活 動 の 企画 ・ 調 整 を 担う 企画 委員 会 を 置く 。 
2 企画 委員 会 は 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー が 指名 する 者 を も っ て 構成 する 。 
3 企画 委員 会 に 委員 長 を 置く 。 
4 委員 長 は 、 企 画 委員 の 中 か ら 互 選 す る 。 
5 企画 委員 会 の 運営 に つい て は 、 別 に 定め る 。 
(作業 部 会 
第 9 機構 に 、 特 定 の 課題 に 関す る 連携 ・ 協 働 の 方 針 の 策定 、 協 働 事業 の 企画 立案 及び 協 働 事 
業 の 実践 並び に 必要 な 調査 研究 等 を 行う た め 、 作 業 部 会 を 置く こと が で きる 。 
2 作業 部 会 の 設置 及び 廃止 は 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル で 決定 する 。 
3 作業 部 会 は 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー が 指名 する 者 を も っ て 構成 する 。 
4 作業 部 会 の 運営 に つい て は 、 別 に 定め る 。 








(会 費 ) 








第 10 機構 の 会 費 は 、 無 料 と する 。 た だ し 


























こと が で きる 。 
(事務 局 ) 
第 11 機構 の 事務 を 処理 する た め 
2 事務 局 は 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル メ 
(その 他 ) 
第 12 この 会 則 に 定め る も の の ほか 、 
る 。 
け 則 この 会 則 は 、 平 成 20 年 4 月 24 
け 則 この 会 則 は 、 平 成 23 年 _ 月 
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プ マ で 


同 代 表 が 別に 定め 






















































































































































































































































































































































































設立 時 に お ける ラウ ンド テー ブル メン バー( 職 名 は 就任 時 ) 

氏 名 

永 野 勝 美 ・(( 社 ) 岩 手 経済 同友 会 代表 幹事 、 岩 手 県 商工 会 議 所 連合 会 会 長 ) 
平山 健一 (国立 大 学 法 人 岩手 大 学 长 ) 

圭 増 拓 也 (岩手 県 知事 ) 

甘 竹 秀 雄 (大 船渡 商工 会 議 所 会 頭 、( 株 ) ア マタ ケ 取 締 役 会 長 

谷 口 誠 (公立 大 学 法人 岩手 県 立 大 学長 ) 

玉 山 析 (盛岡 商工 会 議 所 副 会 頭 、( 株 ) 東山 堂 代表 取締 役 社長 ) 

元 持 勝利 、(( 社 ) 岩 手 経 済 同友 会 副 代 表 幹 事 、 岩 手 ト ヨ ペ ッ ト ( 株 ) 代表 取締 役 社長 
平成 22 年 5 月 25 日 か ら の ラウ ンド テー ブル メン バー( 職 名 は 改正 時 ) 

氏 名 

永 野 勝 美 、・(( 社 ) 岩 手 経済 同友 会 代表 幹事 、 岩 手 県 商工 会 議 所 連合 会 会 長 ) 
腾 克 已 (国立 大 学 法人 岩手 大 学長 ) 

達 増 拓 也 (岩手 県 知事 ) 

甘 竹 秀 雄 (大 船渡 商工 会 議 所 会 頭 、( 株 ) ア マタ ケ 相 談 役 ) 

谷 村 邦 久 (盛岡 商工 会 議 所 副 会 頭 、 み ちの く コ カコ ー ラ ボトリング 帆 社 長 ) 
中 村 大 久 (公立 大 学 法人 岩手 県 立 大 学長 ) 


























いわ て 未来 づく り 機構 


平成 23 年 度 総会 


日 時 : 平成 23 年 7 月 19 日 ( 火 ) 16:00~17:20 
会 場 : ホテ ル メ トロ ポリ タン 盛岡 ニュ ー ウ イン グ 
4 階 「 メ トロ ボリ タン ホー ル 」 





次 第 
第 1 部 総 会 16: 00~16 : 40 
1 開会 
2 共同 代表 あい さ つ 藤井 克己 岩手 大 学 学長 
3 議事 


(1) 報告 事項 

ア ラウ ンド テー ブル メン バー の 変更 に つい て 

イ 共同 代表 の 選任 に つい て 
(2) 審議 事項 

ア 議案 第 1 号 平成 22 年 度 実 績 報告 ( 案 ) に つい て 

※ 機 構 全体 十 作 業 部 会 か ら 

イ 議案 第 2 号 平成 23 年 度 事業 計画 ( 案 ) に つい て 

ウ 議案 第 3 号 会 則 の 改正 に つい て 

エ 議案 第 4 号 大 岩 災 か ら の 復興 に 向け た アピ ー ル に つい て 


4 閉会 

第 2 部 講 演 16:40~17:20 
演題 :「 岩 手 県 東日本 大 震 災 津波 復興 計画 復興 基本 計画 ( 案 )」 に つい て 
講師 : 廣田 淳 岩手 県 理事 兼 復興 局 副 局長 


〇 会员 交流 会 17:30~<19:00 
4 階 「 メ トロ ポリ タン ホー ル 」 (会 費 : 400 0 円 ) 


平成 2 2 年 度 事業 実績 報告 ( 案 ) 


「 い わ て 未来 づく り 機 構 」 の 設立 3 年 度目 で ある 平成 22 年 度 に お いて は 、 総 会 を 開催 し 、 
また 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル を 3 回 、 作 業 部 会 を 延べ 25 回 、 さ ら に 、 機 構 の 主催 に よる 講演 
会 等 を 開催 する な ど 、 活 動 を 充実 させ る こと が で きた 。 

一 方 、 機 構 の 趣旨 や 活動 内 容 に 関す る 会 員 や 県 民 へ の 一 層 の 周知 な どの 課題 も 残っ た 。 
































1 事業 内 容 
(1) 総会 の 開催 
開催 日 : 平成 22 年 5 月 25 日 ( 火 ) 15 時 
場 所 : ホテ ル メ トロ ポリ タン 盛岡 ニュ ー ウ イン グ 4 階 「 メ トロ ポリ タン ホー ル 」 

内 容 : ア 平成 21 年 度 事業 報告 ( 案 ) ノ 平成 22 年 度 事業 計画 ( 案 ) 

イ 講演 「 人 口 減少 を 克服 する 日 本 の 新 成長 戦略 と 地域 の 活性 化 」 

講師 日 本 生命 保険 相互 会 社 特別 顧問 (前 经济 产业 省 事务 次 官 ) 
北 畑 隆生 様 

































































参加 者 : 約 100 名 


(2) ラウ ンド テー ブル の 開催 
① 第 1 回 ラウ ンド テー ブル 
開催 日 : 平成 22 年 5 月 25 日 ( 火 ) 14 時 30 分 
場 所 : ホテ ル メ トロ ポリ タン 盛岡 ニュ ー ウ イン グ 3 階 「 桂 」 
内 容 : ラウ ンド テー ブル メン バー の 変更 を 承認 し た 。 
参加 者 : 約 5 0 名 
② 第 2 回 ラウ ンド テー ブル 
開催 日 : 平成 22 年 11 月 26 日 ( 金 ) 15 時 
場 所 : 岩手 银行 大 会 议 室 
内 容 : ア 講演 「 地 域 再 生 と アグ リ ビ ジ ネ ス 」 
講師 野村 アグ リプ ラン ニン グ 逐 アド バイ ザ リ ー 帆 
取締 役 社長 西澤 隆 様 
イ 講師 を 交え て 地域 活性 化 な ど に つい て 意見 交換 
ウ 機構 の 今後 の 方 向 性 な ど に つい て 意見 交換 
参加 者 : 約 5 0 名 
③ 第 3 回 ラウ ンド テー ブル 
開催 日 : 平成 23 年 1 月 31 日 (月) 15 時 
場 所 : 岩手 県 庁 12 階 特 別 会 議 室 
内 容 : ア 各 作 業 部 会 か ら の 報告 等 に つい て 
イ 企画 委員 会 の 設置 に つい て 
参加 者 : 約 5 0 名 

























































































(3) 作業 部 会 の 開催 状況 
5 つの 作業 部 会 が 、 そ れ ぞ れ テ ー マ を 設定 し て 検討 を 進め て お り 、 そ の 検討 状況 
は ラウ ンド テー ブル の 場 で 報告 し た 。 

第 1 作業 部 会 : 一 次 産品 の 高 機能 化 (座長 : 岩手 銀行 地域 サポ ー ト 部 松本 座長 ) 
7 回 開催 「 農 商工 連携 推進 セミ ナー」 に お ける 提言 発信 、 九 戸村 
に お ける フー ド バ ン レー 実現 に 向け た 検討 

第 2 作業 部 会 : 産業 基盤 の 集積 と 強化 (座長 : 岩手 大 学 小川 教授 ) 
4 回 開催 作 岩 手 大 学 が 22 年 度 に 新た に 採択 され た 文部 科学 省 イ ノ 
ベー ショ ン シ ス テム 整備 事業 に より 設置 され た 「 も の づく り イ ノ ベ 
ーション 推進 協議 会 」 と 連携 し て 、 各 機関 等 (産業 振興 セン ター、 
工業 技術 セン ター、 工 業 集 積 セ ンタ ー、 県南 振興 局 、 北 上 市 、 岩 手 
大 学 等 ) の 企業 向け 事業 に つい て 、21 年 度 に 策定 し た アク ショ ン 
プラ ン の 8 項目 の 課題 に 対応 させ 整理 し て 、 機 構 の HP に て 公開 。 
また 、 管理 法人 和信 、 コー ディ ネー クー の ネッ トワ ー ク 化 と 若手 コー デ 
ィ ネ ー タ ー の 育成 の 検討 に 着手 。 

第 3 作业 部 会 : 岩手 ブラ ンド の 国内 外 展 開 (座長 : 岩手 県 大 平 政策 監 ) 
3 回 開催 全 ブ ラン ド に 関す る 意見 交換 

第 4 作業 部 会 : 地域 力 を 支え る 人 材 育 成 (座長 : 岩手 大 学 後藤 教授 ) 
9 回 開催 倒 人 材 育 成 ア ン ケ ー ト 、 地 域 に お ける 人 材 育 成 事業 の 実施 、 

いわ て 高等 教育 コン シン ソー シア ム へ の 「 地 域 リーダ ー 像 」 
提案 の た め の 検 討 

第 5 作業 部 会 : 医療 と 福祉 体制 の 整備 ・ 充 実 (座長 : 岩手 県 立 大 学 佐藤 教授 ) 

2 回 開催 芝 い わ て リハ ビリ テー ショ ン セ ンタ ー か ら の 事例 報告 な ど 































































































(4) 事務 局 体制 の 状況 
① 平成 20 年 5 月 19 日 に 岩手 県 民 情報 交流 セン ター (アイ ー ナ ) 3 階 に 事務 局 を 開 
設 し 、 平 成 22 年 度 は 職員 2 名 が 常駐 (23 年 4 月 か ら 県 庁 政 策 地 域 部 に 事務 局 を 移転 )。 
② 平成 20 年 7 月 1 日 より 機構 専用 の ホー ムペ ー ジ を 開設 し 、 運 用 。 
公開 用 :http://iwatemirai.com/ 
会 員 専用 : http://iwatemirai. com/xoops/ 
③ ラウ ンド テー ブル の 報告 を 中 心 に 、 機 関 紙 「 い わ て 未来 づく り 機 構 だ より 」 第 8 
て 10 号 を 発行 。 


















































2 主要 な 成果 (関係 部 会 の 順に 記載 
①  「 農 商工 連携 推進 セミ ナー」 に お ける 提言 発信 
平成 22 年 10 月 27 日 ( 水 ) に ホテ ル メ トロ ポリ タン ・ ニ ュー ウイ ング に お いて セ 
ミナ ー を 開催 。 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー の 永野 共同 代表 が 「 農 商工 連携 (6 次 産業 
化 ) に よる 地域 経済 の 活性 化 」 と 題し て 基調 講演 を 行っ て 提言 を 発信 し た 。 
また 、 岩 手 大 学 地域 連携 推進 セン ター の 鈴木 幸一 セン ター 長 を コメ ン テ ー タ ー に 、 
「 農 商工 連携 ・ 地 域 連 携 に よる 新た な ビジ ネス 」 を テー マ に し た パネ ルディ スカ ッ シ 
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ュ ン 

































































ョ ン を 行い 、 側 南部 美人 、 則 ア リー ブ 、 剛 更 木 ふ る さと 公社 、 せ いぶ 農産 ダグ イレ クト 
朝 、 岩 手 県 農業 研究 セン ター の 取組 を 紹介 し た 。 











② 岩手 大 学 も の づく り イ ノ ベ ー シ ョ ン 推 進 協議 会 と の 連携 
政府 (行政 刷新 会 議 ) の 事業 仕分 け に よる 産学 官 連携 拠点 (地域 中 核 産学 官 連携 抗 
点 ) 事業 の 廃止 を 受け 、 岩 手 大 学 が 提案 し て 新規 に 採択 に な っ た 文部 科学 省 イ ノ ベ ー 
ショ ン シ ス テム 整備 事業 「 大 学 等 産学 官 連携 自立 化 促進 プロ グラ ム (コー ディ ネー タ 
一 支援 型 ) 」 に お いて 、「 も の づく り コ ー デ ィ ネ ー ト 研究 会 」 を 継承 する 形 で 「 岩 手 
大 学 も の づく り イ ノ ベ ーション 推進 協議 会 」 と し て 再 構築 し 、 第 2 作業 部 会 と 連携 し 
て 活動 を 継承 させ た 。 















































③ 地元 就職 応援 ! 地域 企業 説明 会 (企業 説明 & 就 職 セ ミナ ー) の 開催 
平成 22 年 7 月 2 日 ( 金 )、 地元 就職 を 指向 する 学生 と 、 厳し い 経 営 状 況 の 中 に あっ て 
も 優秀 な 人 材 の 確保 を 目指 す 地 元 企業 の ニー ズ を マッ チン グ さ せる こと で 、 学 生 の 地 
元 で の 就職 を 支援 する と と も に 、 地 域 の 将来 を 担う 産業 人 材 の 確保 に つなげ る た め 地 
域 在 業 説明 会 を 開催 し た 。 県 内 企業 11 社 、 学 生 28 名 の 参加 が あっ た 。 



































④ 工場 見 学会 の 開催 
平成 22 年 9 月 29 日 ( 水 ) 、12 月 27 日 (月 )、 平 成 23 年 2 月 17 日 ( 金 ) の 計 3 回 、 地 
域 企 業 の 人 材 確保 の た め の 緊 急 ア クシ ョ ンプ ラン と し て 工場 見 学会 を 開催 し た 。 
見 学 し た 企業 は 、 新 日 本 製 鐵 株 式 会 社 釜石 製 鐵 所 、 盛 岡 セ イ コー 工業 株 式 会 社 、 サ 
ン ポ ッ ト 株 式 会 社 等 7 社 、 参 加 学 生 は 、 延 べ 68 名 で あっ た 。 















































⑤ 買う な ら 岩 手 の も の 運動 の 推進 
「 買 うな ら 岩 手 の も の 」 の ロゴ マー ク に 「 私 も 好き で す 岩手 の も の 」 の コピ ー を 
加え た 新しい 帳 を 作成 し 、 岩 手 県 商工 会 議 所 連合 会 及び 岩手 県 が 各 50 枚 購 入 し た 。 
・ 機 構 ホ ー ム ペー ジ に 「 買 うな ら 岩 手 の も の 」 コー ナー を 設置 
・ 県 内 外 の 物産 イベ ント に 帳 を 貸し 出し 


















































⑥ 岩手 大 学 フ ェ ア 
岩手 大 学 が 研究 開発 に 協力 し た 食品 や 工芸 品 を 東京 で 販売 する 「 岩 手 大 学 フ ェ ア 」 
( 当 機 構 共催 ) を 平成 22 年 6 月 23 日 (水 ) て 25 日 ( 金 )/ ま で 銀座 「 い わ て 銀河 プラ ザ 」 


一 


で 開催 。「 買 うな ら 岩 手 の も の 」 の 帳 の 提供 な ど 販 促 活動 を 行っ た 。 



































⑦ 黄金 の 國 い わ て フェ ア へ の 参加 
平成 22 年 10 月 21 日 ( 木 ) ~25 日 (月 )、 イ オン レイ クタ ウン (埼玉 県 越谷 市 ) に 
お いて 、「 黄 金 の 國 い わ て フェ ア 」( 主 催 : 同 実行 委員 会 ) が 開催 され 、「 買 うな ら 岩 手 
の も の 」 運動 の 周知 を 行っ た 。 




















⑧ 岩手 の モノ 紹介 コー ナー の 設置 


機構 HP に 「 岩 手 の モ ノ 紹 介 コ ー ナ ー」 を 設置 し て 16 産品 を 紹介 する と と も に 、 








併せ て アイ ー ナ 3 階 「 い わ て 希望 プラ ザ 」 に 展示 コー ナー を 設置 し た 。 





⑨ 人 材 育成 デー タベース 


平成 22 年 3 





月 に 運用 を 開始 し た 「 人 材 育 成 デ ー タ ベー スシ ステ ム 」 の ユー ザビ リ 








ティ ー 向 上 の た め 、 分 野 の 追加 や プロ グラ ム の 検索 機能 の 強化 を 図っ た 。 ま た 、 未 来 
づく り 機 構 会 員 、 県 内 自治 体 、」 A、 森 林 組 合 、NPO 法 人 等 に 人 材 育 成 プ ログ ラム 
の 実施 状況 等 の 調査 を 行い 、 デ ー タ ベー ス へ の 登録 を 行っ た 。 


平成 22 年 12 














月 1 日 現在 の 登録 プロ グラ ム 数 は 、 平 成 21 年 度 分 が 392 件 、 平 成 22 


年 度 分 が 562 件 の 計 954 件 で ある 。 


⑩ 地域 に お ける 人 材 育成 プロ グラ ム の 実施 


平成 20 年 度 に 県 内 企業 100 社 に 行っ た 人 材 育成 に 関す る アン ケー ト 結 果 か ら 、 県 














内 自治 体 (久慈 市 、 八 幡 平 市 ) と 共同 で 人 材 育 成 プ ログ ラム の 実施 を 計画 し た 。 


久慈 市 で は 、 








ミド ルリ ー ダ ー 育 成 を 目的 に 市 内 企業 の 中 堅 職 員 が 情報 交換 等 を する 








場 を 提供 する 「kuji cafe」 の 実施 を 計画 し た 。 平成 22 年 6 月 に 先行 事例 研究 と し て 、 
盛岡 市 及び 岩手 大 学 地域 連携 推進 セン ター の 協力 の 下 、 イ ン テ レ クチ ャ ルカ フェ 体験 


会 を アイ ー ナ で 開催 し 、 約 40 名 の 参加 者 が あっ た 。 そ の 後 、 関 係 機関 と の 検討 を 重 








ね 、 本 年 3 月 16 日 (水 ) に 第 1 回 kuji cafe を 入 慈 グラ ンド ホテ ル で 開催 予定 で あ 
っ た が 、 東 日 本 大 震 炎 の た め 延 期 と な っ た 。 





八幡 平 市 で は 

















、 地 域 活性 化 を 目的 と し た 「 学 生 に よる 地域 づく り 活 動 」 の 実施 を 計 
画 し た が 、 学 生 と 地域 住民 が 活動 の 中 心 と な る こと か ら 、 八 幡 平 市 と いわ て 高等 教育 























ら 平 成 23 年 2 


決 の た め の 看 板 ・ 掲 示 板 の 設置 及び 地域 住民 と 学生 に よる 雪 ま つり を 行っ た 。 こ の 活 








コン ソー シア ム の 主催 と し 、 本 作業 部 会 の 後援 に より 活動 を 行っ た 。 八 幡 平 市 兄 川 地 
区 に お いて 、 い わ て 高等 教育 コン ソー シア ょ 構成 大 学 の 学生 14 名 が 平成 22 年 9 月 か 






































月 まで の 6 か 月 間 、 兄 川 地区 で の 調査 活動 や その 結果 を 受け た 課題 解 
































動 は マス コミ に 度々 取り 上 げ ら れ 、 そ の 効果 は 八幡 平 市 だ け で な く 、 県 内 各地 に 広 が 


っ た 。 


⑪ 「 地 域 リー ダー 像 」 の 検討 及び 提言 


県 内 5 大 学 で 組織 する 「 い わ て 高等 教育 コン ソー シア ム 」 が 実施 を 計画 し て いる 「 地 


域 リ ー ダ ー 育 成 プ ログ ラム 」 に つい て 、 本 作業 部 会 に 対し 「 地 域 リ ー ダ ー 像 」 の 提案 
依頼 が あっ た 。 そ れ を 受け 、 本 作業 部 会 で は 県 内 各界 の リー ダー を 招い て 、 地 域 リー 
ダー 像 検討 の た め の 勉 強 会 を 以下 の と お り 開 催し 、 地 域 リ ー ダ ー 像 の 検討 を 重ね 、 平 
成 23 年 6 月 を 目途 に 提言 を 行う 予定 で ある 。 




















第 1 回 (8 
第 2 回 (8 
第 3 回 (9 


月 2 日 実施 ) 岩渕 明 岩手 大 学 理事 ・ 副 学長 
月 28 日 実施 ) 中 村 哲 雄 前 葛巻 町 長 
月 30 日 実施 ) 両 川 いずみ NPO い わ て 子育て ネッ ト 副 理事 長 ・ 事 
務 局 長 
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第 4 回 1 月 1 日 実施 ) 浅沼 康 揮 岩手 県 総務 部 人 事 課 総括 課長 
第 5 回 (12 月 13 日 実施 ) 村井 良隆 株 式 会 社 あ さ 開 代表 取締 役 社 長 

















⑫ 県 民 み ん な で 支え る 岩手 の 地域 医療 推進 会 議 

ラウ ンド テー ブル か ら の 提言 を 受け 、 平 成 20 年 11 月 に 設立 され た 県 民 総 参 加 型 の 
地域 医療 体制 づく り を 県 民 運 動 的 に 取り 組ん で いく 「 県 民 み ん な で 支え る 岩手 の 地域 
医療 推進 会 議 」 に 継続 し て 参加 し た 。 


























⑬ 緊急 作業 部 会 の 提言 

平成 21 年 末 に 行わ れ た 国 の 事業 仕分 お いて 、「 地 域 科 学 技術 振興 ・ 産 学 官 連携 
HABR 
術 振興 機構 の シー ズ 発 掘 試験 な ど 地 域 の 研究 開発 事業 の ほか 、 本 機構 が 調整 機関 と な 
っ て 21 年 度 に 採択 され た 「 産 学 官 連携 拠点 の 形成 支援 事業 」 等 に つい て も 、H22 年 度 
か ら 廃 止 さ れ た こと か ら 、 緊 急 作業 部 会 (地域 科学 技術 振興 作業 部 会 ) を 新た に 設置 
し て 提言 を まとめ 、 文 部 科学 省 (研究 振興 局長 他 ) 、 経 済 産業 省 (経済 産業 局長 他) 
に 提出 し た (H22.6.16) 。 


















































⑭ 「 暴 風 、 波 浪 、 大 雪 の 災害 に 対す る 緊急 アビ ピール 」 の 決議 

平成 22 年 12 月 下旬 と 年 末年 始 に か け て の 本 県 の 沿岸 と 北部 を 中 心 と する 暴風 、 波 
浪 、 大 雪 は 、 農 林 水 産業 や 道路 等 の 生活 基盤 に 大 き な 被 害 を も た らし た こと か ら 、 第 
3 回 ラウ ンド テー ブル に お いて 、 機 構 で は 、 広 く 県 民 が 、 和 被害 に あわ れ た 地域 の 産品 
を 購入 、 愛 用 する こと な ど に より 、 地 域 の 復興 に 手 を 差し 伸 べ る よう 緊急 アピ ー ル を 
決議 し た 。 












































⑮「 県 北 沿岸 の 暴風 、 波 浪 、 大 雪 の 災害 に 対す る 応援 フェ ア 」 の 開催 
上 記 ⑭ の 緊急 アピ ー ル の 決議 を 受け 、 被 害 を 受け た 沿岸 地域 等 の 復興 を 支援 する た 
め 、 平成 23 年 2 月 9 日 ( 水 ) に 「 も りお か 雪 あ か り 」 開 催 中 の 岩手 公園 に お いて 、 機 構 
と 岩手 県 産 (らら ・ い わ て ) が 共同 し て 地域 の 産品 の 即売 会 を 開催 し た 。 




















⑯ 後援 
・ 農 商工 連携 推進 セミ ナー( 主 催 : 岩手 県 農業 法人 協会 、 岩 手 県 農業 会 議 ) 
・ 第 1 回 、 第 2 回 いわ て 企業 カテ アッ プ 支 援 セ ミナ ー( 主 催 : 岩手 県 、 岩 手 県 男女 共 
同 参画 セン ター ほか ) 
・ ワ ー ク ライ フ バ ラン ス 推 進 セ ミナ ー( 主 催 : (時) 岩手 県 長寿 社会 振興 財団 、 岩 手 県 、 
岩手 県 男女 共同 参画 セン ター) 
・ 東 北 圏 広域 地方 計画 シン ポジ ウム (主催 : 东北 圈 庆 域 地 方 计 面 声 议 会 ) 
・ 君 手 大 学 地域 連携 フォ ー ラ ム (主催 : 岩手 大 学 、 盛 岡市 ) 































































































平成 23 年 度 事業 計画 ( 素 ) 


1 基本 的 考え 方 
「 い わ て 未来 づく り 機構 」 の 設立 4 年 目 を 迎え る 平成 23 年 度 は 、「 東 日 本 大 震 災 津 
波 」 か ら の 復旧 復興 を テー マ と し て 活動 する 。 
また 、 こ れ ま で 3 年 間 活 動 し て きた 「 県 民 所 得 の 向上 」 に つい て は 、 そ の 検討 結果 
が 生か され る よう 様々 な 機会 を と ら え て 取り 組ん で いく 。 
さら に 、 今 年 度 新た に 設置 する こと と し て いる 企画 委員 会 と ラテ ラウンド テー ブル 、 作 
業 部 会 と の 意見 ・ 情 報 の 交換 に より 、 機 構 の 活動 の 一 層 の 活性 化 と 充実 を 図る 。 






























































2 事業 内 容 
(1) 総会 の 開催 
開催 日 : 平成 23 年 7 月 19 日 ( 火 ) 
内 容 : H22 事業 実績 報告 案 、H23 事業 計画 案 の 承 認 
② 会 則 の 改正 (企画 委員 会 の 設置 な ど ) 
③ 大 震 災 か ら の 復興 に 向け た アピ ー ル 
④ ラウ ンド テー ブル メン バー の 変更 等 の 報告 





















































(2) ラウ ンド テー ブル の 開催 
開催 回 数 : 年 3 回 程度 
[第 1 回 ] 
開催 日 : 平成 23 年 7 月 19 日 ( 火 ) 
内 容 : ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー の 変更 の 承認 等 



























































ea 
2 0 月 、2 月 (予定 ) 
内 i Dp 等 











(3) 作業 部 会 の 活動 
第 1 作業 部 会 (一 次 産品 の 高 機能 化 ) うう 活動 の 終了 に より 廃止 











第 2 作業 部 会 (産業 基盤 の 集積 と 強化 ) 
・ 機 構 会 員 が 行う 沿岸 の 産業 復興 支援 事業 (特に も の づく り 企 業 等 へ の 支援 事 
業 ) と 連携 し た 取組 等 














第 3 作業 部 会 (岩手 ブラ ンド の 国内 外 展 開 ) ラ 岩 災 に より 休止 








第 4 作業 部 会 (地域 力 を 支え る 人 材 育成 
・ 機構 会 員 や 、 い わ て 高等 教育 コン ソー シア ム 等 が 行う 震 炎 復興 の た め の 人 
材 育 成 事業 と 連携 し た 取組 等 


一 1 一 


第 5 作业 部 会 (医療 と 福祉 体制 の 整備 ・ 充 実 ) うう 岩 災 に より 休止 








〇 新た に 立ち 上 げ る 部 会 
「 公 募 型 復興 企画 推進 作業 部 会 (仮称 ) 」 (担当 : 岩手 県 立 大 学 ) 
・ 震 災 か ら の 復興 企画 の 公募 な ど を 実施 











(4) 各種 事業 の 実施 
・ 提 言 活動 (災害 関係 を 含む 。) 
・ 産 学 官 連 携 事業 に 係る プラ ッ ト ホ ー ム (調整 機関 ) と し て の 役割 
・ 買 うな ら 岩 手 の も の 運動 の 推進 
・ 各 種 事業 へ の 提案 、 応 募 な ど 











(5) 他 機 関 と の 連携 
・ 岩 手 大 学 フ ェ ア (7/6 ~10 : いわ て 銀河 プラ ザ ) の 共催 及び 共同 実施 
・ い わ て 高等 教育 コン ソー シア ム 、 県 民 み ん な で 支え る 岩手 の 地域 医療 推進 会 議 、 
も の づく り イ ノ ベ ー シ ョ ン 推 進 協議 会 な ど と の 協 働 
・ 各 種 フ ェ ア な ど へ の 参加 
・ 会 員 機関 の 実施 する 事業 へ の 後援 














(6) 会 員 間 ネ ットワーク の 強化 
・ ホ ー ム ペー ジ を 作業 部 会 等 の 意見 交換 の 場 と し て 活用 
・ 会 員 か ら の 情報 提供 に よる 情報 共有 の 場 と し て 活用 


























(7) 広報 及び 啓発 活動 
・ 機 構 だ より の 発行 (継続 ) 
・ ホ ー ム ペー ジ を 活用 し 、 広 く 県 民 に 情報 を 発信 
・Twitter な ど に よる 口コミ 情報 の 利用 

















(8) 新規 会 員 の 獲得 
機構 の 趣旨 と 利点 を 理解 し て いた だ き 、 よ り 多 く の セ クタ ー を は じ め 、 個 々 の 
企業 か ら の 参加 が 得 ら れる よう に 勧誘 活動 を 行う 。 









































いわ て 未来 づく り 機 構 作業 部 会 報告 書 


ー 次 産品 の 高 機能 化 に つい て 
へ ~ 6 次 産業 化 に よる 地域 経済 の 活性 化 に 向け て 


平成 23 年 7 月 
第 1 作业 部 会 


= :7 NR NN SiN | 

2 検討 の 内容 ES NSN SEES 1 
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( 3 ) 農業 者 向け ビジ ネス ロー ン の 取扱 開始 (平成 21 年 4 月 6 日 ) i 5 
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1 検討 の 目的 
ro tet 設定 を 受け て 活動 を 実施 し た 。 
最終 的 な 目的 は 県 内 農家 の 所 得 向 上 を 図る こと に あり 、 こ の た め の 方 策 を 検討 する と 
CFRP の DD 


2 検討 の 内 容 
部 会 で は 、「 意 欲 的 な 生産 者 の 固まり 」 が 「 団 地 化 さ れ た 大 規模 な 農地 」 を 活用 する こ 
と で 、 効率 的 で 企業 的 な 農業 経営 が 可能 と な り 、 農家 の 所 得 向 上 に 結び 付く と 考え て 検討 
を 進め た 。 そ の た め 、 先 進 的 な 農業 者 の 取組 状況 や 大 規模 農地 の 調査 を 行っ た 。 続い て 講 
査 し た 川下 企業 の ニー ズ に 基づき 、 加 工業 務 用 野菜 を 供給 する 生産 者 の ネッ トワ ー ク づく 
り に 至り 、 ま た 、 九戸 村 を モデ ル に 農 商工 連携 (6 次 産業 化 ) に よる 地域 経済 活性 化 の 検 
調 も 行っ た 。 
(1) 先進 的 農業 者 等 か ら の ヒア リン グ 
先進 的 農業 者 、 食 品 関連 還 事 業者 な どか ら の 体験 談 ・ 手 法 等 の ヒア リン グ 、 意 見 交換 を 
実施 し た 。 
< ヒア リン グ 先 > 
西部 開発 農産 照井 社長 (平成 20 年 9 月 25 日) 
ファ ー ム ラン ド 藤 沢 伊藤 社長 (平成 21 年 2 月 17 日 ) 
メル ク 重石 社長 (平成 21 年 2 月 17 日 ) 
銀河 農園 橋本 社長 (平成 21 年 5 月 20 日 ) 
ジョ イス 小話 米 社長 (平成 22 年 3 月 18 日 ) 
白石 食品 工業 白石 社長 室長 (平成 22 年 5 月 10 日 ) 
(2) 耕作 放棄 地 の 調査 
県 内 の 大 規模 な 耕作 放 茎 地 に つい て 情報 収集 を 行い 、 団地 化し 利用 可能 か どう か 検討 
を 行っ た 。 
ぐ 主 な 調査 地 : 普代 村 、 野 田村 、 川 井村 
〇 普代 村 : 事業 地 の 全体 面積 約 103ha、 う ち 耕 作 放 棄 地 約 14ha 
〇 野田 村 : 同上 全体 面積 約 101ha、 う ち 耕 作 放 業 地 約 18ha 
〇 川井 村 : 同上 全体 面積 約 49ha、 う ち 耕 作 放 径 地 約 20ha 
(3) 意欲 ある 生産 者 の 固まり づく り 
意欲 ある 生産 者 の 固まり づく り を 行う た め 、 川下 の 流通 加工 業者 か ら ニ ー ズ ヒア リン 
グ を 実施 し 、 そ の ニー ズ へ の 個別 対応 に よる 野菜 の 供給 を 経て 、 翌 年 度 、 通 年 で 野菜 を 
本 格 的 に 供給 する 生産 者 の 組織 化 を 支援 し た 。 
① 川下 企業 の ニー ズ 調査 
盛岡 食材 加工 協同 組合 な どの 流通 加工 業者 か ら ニ ー ズ ヒア リン グ を 実施 し た 結果 、 
給食 用 な ど で 地 元 食材 が 十分 に 供給 され て いな い 現 状 が 明らか と な っ た 。 こ の 主 な 要 


(CO 9 る 


因 と し て 、 岩 手 県 の 気候 条件 か ら 地 元 産 野菜 の 通年 出荷 が 困難 な こと 、 そ し て 、 生 産 
。 者 の 目 が 加工 業務 用 野菜 に 向い て いな いこ と な ど が 挙げ られ る 。 
② 個別 対応 の 実施 
その よう な ニー ズ を 踏ま え 、 平 成 21 年 度 途中 か ら 、 盛 岡 食材 加工 協同 組合 に 個別 
に 生産 者 を 紹介 し て じゃ が いも な ど を 供給 し た 結果 、 同 組合 の 平成 21 年 度 の 県 産 野 
菜 利用 率 は 22.7% (前 年 度 比 18.6%) と 上 昇 し た 。 
@ モデ ル 組 織 の 立 上 げ 
この 成果 を 踏ま え 、 意 欲 的 な 生産 者 の 組織 化 を 支援 し 、 平 成 22 年 6 月 区 法、 栽培 
面積 合計 170ha か ら な る 県 北 沿岸 か ら 県 南 ま で の 農業 法人 7 社 が 、29 品目 の 作物 を 冷 
蔵 貯 蔵 品 な ども 用 いて 通年 で け リレー 出荷 する 組織 と し て 、「 ア グリ ・ コ ラボ ・ サ ー ク 
ル (ACC)」 が 立上り 野菜 の 供給 を 開始 し た 。 
(4) 九戸 村 に お ける 農 商工 連携 に よる 地域 活性 化 の 検討 
① 重点 推進 作物 に 対す る 村 単 独 の 価格 補償 制度 の 実施 、 そ し て 、 農業 後継 者 の 育成 や 
農業 振興 の た め の 会 社 設立 な ど 、 農 業 の 活性 化 に 積極 的 に 取組 ん で いる 九戸 村 を モデ 
ル に 、 農 商工 連携 に よる 地域 活性 化 の 検討 を 行っ た 。 
〇 九戸 村 岩 部 村長 と 同村 の 農業 の 現状 に 関す る ディ スカ ッ シ ョ ン を 実施 (平成 22 
年 9 月 21 日) 
〇 九戸 村 の 視察 の 実施 (平成 22 年 11 月 12 日 ) 
ぐ 視 察 施設 等 > 
・ 甘 茶 生産 施設 
・ 則 ナイ ンズ ファ ー ム 
・ 先進 的 農業 者 
・ 工 業 団地 へ 進出 し て いる 食品 加工 企業 
② 視察 を 経て 、 村 の 特産 物 で ある 甘茶 の 産地 確立 に 向け た 取り 組み や 、 進 出し て いる 
食品 加工 業者 と の 連携 強化 に よる 地元 野菜 の 原産 地 加工 割合 の 向上 と これ に よる 農 
業 振興 人 策 な ど を 検討 し た 。 
〇 九戸 村 に 対す る 提案 の 実施 (平成 22 年 3 月 予定 ) 


3 検討 の 結果 
検討 結果 の 詳細 は 別 添 の 「 農 商工 連携 (6 次 産業 化 ) に よる 地域 経済 の 活性 化 」 の と お 
り で ある が 、 そ の 概要 は 次 の 通り で ある 。 
(1 ) 食料 問題 を 取り 巻く 状況 
① 人 口 増 と 食糧 問題 
〇 現在 の 世界 人 口 は 約 69 億 人 で ある が 、2050 年 に は 約 23 億 人 増加 し て 約 92 億 
人 に な る と 予想 され て お り 、 国 際 連 合 食糧 農業 機関 PAO) に よる と 、 今 より も 
70% 多 く の 食料 の 生産 が 必要 に な る 。 


〇 一 方 、 現 在 約 21 億 トン 生産 され て いる 穀物 は 、2050 年 に は 約 30 億 トン と 約 
10 億 トン の 増産 に 留まる と 予想 され 、 食 糧 が 不足 する 可能 性 が ある 。 
② 食料 問題 に 対す る 国民 の 意識 
〇 平成 22 年 9 月 に 内 閣府 が 実施 し た 「 食 料 の 供給 に 関す る 特別 世論 調査 」 の 結果 
に よる と 、 暴 常 気 象 や 災害 に よる 海外 の 不作 の 可能 性 、 そ し て 、 国 際 情 勢 の 変化 
に よる 輸入 量 の 減少 や 輸入 停止 の 可能 性 な ど を 理由 に 、85% の 人 が 将来 の 食料 輸 
入 に 不安 を 感じ て いる 。 
〇 また 、 米 な どの 基本 食料 も 含め て 食料 全般 を 国内 で 生産 すべ き と の 認識 を 90% 
以上 の 人 が 持っ て いる 。 
(2 ) 本 県 の 農業 の 現状 
① 本 県 の 農業 産出 額 
〇 本 県 の 農業 産出 額 (平成 20 年 ) は 2.445 億 円 で ビー ク で あっ た 昭和 60 年 の 3.595 
億 円 か ら 1.000 億 円 以上 減少 し て いる 。 な お 、 全 国 の 産出 額 84.736 億 円 比 で は 
2.9% で 、 全 国 第 12 位 と な っ て いる 。 
〇 本 県 の 食料 自給 率 (平成 20 年 ) は 106% で 、 全 国 の 41% を 大 きく 上 回 っ て お り 、 
岩手 は 食料 の 供給 基地 と な っ て いる 。 ま た 、 間 産 業 が 耕種 農業 を 上 回 っ て お り 、 
畜産 県 と ちい われ る 。 ' 
② 農業 の 担い 手 の 状況 (減少 を 続け る 総 農家 戸数 、 農 業 就業 者 数 と 高齢 化 の 進行 ) 
〇 平成 2 年 と 平成 17 年 の 対比 で は 、 総 農家 戸数 は 24.103 戸 減少 ( 合 26.4%)、 農 
業 就業 者 数 は 88.882 人 減少 ( 合 25.4%) し 、 一 方 、 専 業 農家 は 1.286 人 増加 
(+13.4%) し て いる 。 
〇 高齢 化 (65 歳 以上 ) 割合 は 、 平 成 2 年 の 33.5% か ら 平 成 17 年 に は 60.5% に な 
り 急 速 に 高齢 化 が 進行 し て いる 。 
③ 農地 の 現状 (増え 続け る 耕作 放棄 地 ) 
〇 平成 2 年 と 平成 17 年 の 対比 で は 、 農地 は 173,400ha か ら 156,500 ha へ 16,900 
ha 減少 (人 9.7%) し て いる 。 一 方 、 耕 作 放 棄 地 は 5.076 ha か ら 12.574 ha へ 7,498 
ha 増加 (2.5 倍 ) し て いる 。 
〇 耕作 放棄 地 の 再生 ・ 利 用 が 地域 経済 活性 化 の 課題 で ある が 、 再 生 に は 時 間 と 資 
金 が 必要 で ある 。 
(3 ) 農 商 工 連 携 に よる 地域 経済 の 活性 化 
① 前 述 の と お り 、 農 業 の 担い 手 の 減少 ・ 高 齢 化 、 農 地 の 減少 と 耕作 放棄 地 の 増加 が 
続く な か 、 農 業 振興 に よる 地域 活性 化 の た め に は 、 農 商工 連携 (6 次 産業 化 ) が ボ イ 
ント と な る 。 
② 農 商 工 連 携 や 医 農 連携 な ど に より 、 新 た な 付加 価値 を 創出 する こと で 、 地 域 の 雇 
用 の 確保 と 所 得 の 向上 に つなが り 、 地 域 経済 の 再生 ・ 活 性 化 を 図る こと が で きる 。 
③ 具体 的 に は 、 農 村 に 由来 する 様々 な 「 資 源 」 に 着目 し 、 そ れ ら を 活用 し て 新た な 


事業 に 取組 も うと する 企業 が 連携 し 、 農 商工 連携 (6 次 産業 化 ) に 取組 むこ と に より 、 








新た な 付加 価値 を 創出 する こと が 可能 と な る 。 








(4 ) 企業 の 農業 参入 
① 企業 の 農業 参入 に よる 効果 と し て 、 産 業 資 本 の 導入 に よる 生産 性 の 向上 、 ビ ジ ネ 
スノウ ハウ の 移転 、 雇 用 の 創出 や 農業 生産 の 拡大 、 耕 作 放棄 地 の 解消 な ど が 見 込ま れ 
る 。 
② 企業 参入 の 主 な 課題 と し て 、 参 入 時 に は 、 優 良 農地 の 確保 、 栽 培 ・ 販 売 ノ ウ ハ ウ 
の 欠如 な ど が あり 、 参 入 後 に は 、 採 算 性 の 確保 、 販 路 拡大 な ど が ある 。 
③ 農地 法 の 改正 (平成 22 年 12 月 15 日 施行 ) に より 、 借 地権 の 存続 期間 が 最長 50 
年 に 緩和 され る な どの 追い 風 が あり 、 全 国 的 に も 企業 の 農業 参入 事例 が 増え て いる 。 

ご ぐ 主 な 大 手 企業 の 農業 参入 事例 > 

- 企業 名 | 参入 時 期 | 主 な 生産 拠点 | 





二 生産 拠点 |. まな 生産 品目 
|2 レタ ミ 。 合成 4 年 千葉 県 山武 市 | 大 根 、 ニ ンジ ン な どの 有機 野菜 
-| |f トー ヨー カ 堂 全 成 2 0 年 | 生菜 时 富里 市 。 | 大 根 、 キ ャ ペ ベツ 、 ほ うれ ん 卓 な ど 
ET 


成 2 2 年 千葉 県 香取 市 。 [| 小松菜 、 大 根 、 ほ うれ ん 草 な ど 










( 5) 大 規模 化 と ポー ト フ ォ リ オ 戦 略 
① 農業 経営 に お ける 主 な リス ク と し て 、 農 業 固 有 の リス ク で ある 「 天 候 リ スク 」「 価 
格 変動 リス ク 」「 不 芳生 育 リ スク 」 な ど が ある 。 こ の 対策 と し て 、 大 規模 化 を 行っ て 
農作物 の ポー ト フ ォ リ オ 戦 略 を 取る こと に よる リス ク 分 散 が 挙げ られ る 。 


2 







② 経営 の 複合 化 、 多 角 化 な ど に よる リス ク 分 散 を 図る こと に より 、 バ ラン ス の 取れ 
た 農作物 の 選択 、 販売 ルー ト の 多様 化 、 販売 時 期 の 分 散 な ど を 図る こと が 可能 と な る 。 





大 規模 化 は 、 リ スク 分 散 、 生 産 効率 の 追求 が で きる 
「 こ れ か ら 目 指す 新しい 農業 の ビジ ネス モデ ル 」 





4 提言 て これ か ら の 農業 > 

(1 ) 地域 に は 農産 物 を 始め と し た 農村 由来 の 「 資 源 」 す な わ ち 地域 資源 が 豊富 に 存在 し 
て お り 、 そ れ に 着目 し た 企業 が 農 商工 連携 (6 次 産業 化 ) に よっ て 、 新 た な 付加 価値 を 
創出 する こと が 可能 と な る 。 

(2 ) 企業 の 農業 参入 に より 、 産 業 資本 を 活用 し た 規模 拡大 や 機械 化 に よる 生産 性 の 向上 
が 可能 と な る 。 ま た 、 農 業 固有 の リス ク で ある 「 天 候 リ スク 」「 価 格 変動 リス ク 」「 不 芳 
生育 リス ク 」 の 対応 策 と し て 、 大 規模 化 に よる ポー ト フ ォ リ オ 戦 略 を 取り 入れ 、 バ ラン 
ス の 取れ た 農作物 、 畜 産 の 選択 、 販 売 時 期 の 分 散 、 販 売 ル ー ト の 多様 化 な どの リス ク 分 
散 を 図り 、 生 産 効 率 の 追求 を 行う 。 こ れ に より 、 記 用 の 確保 や 所 得 の 向上 な ご ど 地域 経 済 
の 再生 や 活性 化 を 図る こと が で きる 。 

農業 の 大 規模 化 は 、「 こ れ か ら 目 指す 新しい 農業 の ビジ ネス モデ ル 」 と 考え られ る 。 


5 部 会 と し て の 実施 事業 
(1) 「 ア グリ ビジ ネス フォ ー ラ ム 」 の 開催 (平成 20 年 11 月 25 日 ) 
① 基調 講演 : テー マ 「 岩 手 の 農 商工 連携 を 考え る 」 
講 師 : 岩 手 銀行 代表 取締 役 会 長 (当時 ) 永野 勝美 氏 
② パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン : テー マ 「 農 商工 連携 に どう 取り 組む か 」 
パネ ラー : 照井 耕一 氏 (西部 開発 農産 社長 )、 多 田 克彦 氏 (多田 自然 農場 社長 )、 
米 谷 春 夫 氏 (マイ ヤ 社 長 ) 、 中野 勝 尊氏 (岩手 県 産業 創造 アド バイ ザー) 、 
木村 伸 男 氏 (いわ て アグ リフ ロン ティ アス クー ル 代 校長 )、 樋口 統 氏 (日 
新堂 八角 病院 副 理 事 長 )、 安 藤 書 男 氏 (日 本 政策 金融 公庫 盛岡 支店 長 ) 
(2 ) 「 い わ て 農 商工 連携 ファ ンド 」 の 設立 (平成 21 年 3 月 12 日 ) 
岩手 県 と 岩手 銀行 な どの 金融 機関 が 資金 を 拠出 し 、 総 額 29 億 1 千 万 円 の ファ ンド を 
設立 。 農林 水産 事業 者 と 商工 業者 の 連携 体 の 新た な 事業 に 対し 、 フ ァ ン ド 運 用 益 で 助成 
を 行う 。 
( 3 ) 農業 者 向け ビジ ネス ロー ン の 取扱 開始 (平成 21 年 4 月 6 日 ) 
岩手 銀行 が 農業 者 支援 に 向け た 金融 面 で の サポ ボー ト 資 金 と し て 、 岩 手 県 農業 信用 基 
金 協会 と 連携 し 、 農 業者 向け ビジ ネス ロー ン 「[ の 絆 べ あ ぐり サポ ー ト >」 の 取扱 を 開 
台 。 認定 農業 者 お よび いわ て 農 商工 連携 ファ ンド の 認定 を 受け た 農業 者 に 対し て 金利 優 


遇 を 行う 。 


(4)「 ア グリ ・ コ ラボ ・ サ ー ク ル (ACC)」 の 立 上 げ (平成 22 年 6 月 ) 


ぐ 構 成員 > 

〇 生産 者 
銀河 農園 、 せ いぶ 農産 ダイ レク ト 、 下 館 農 産 、 荒 木 農 場 、 い きい き 農 場 、 盛 川 農 
場 、 森 岡 フ ァ ー ム 

〇 加工 業者 等 
盛岡 食材 加工 セン ター、 長 根 商 店 、 サ ー キ ュ リ ンク ス . 

( 5 ) 「 農 商工 連携 セミ ナー」 に お ける 基調 講演 (平成 22 年 10 月 27 日 ) 

① 基 調 講演 「 農 商工 連携 (6 次 産業 化 ) に よる 地域 経済 の 活性 化 」 

岩手 県 商工 会 議 所 連合 会 会 長 (当時 ) ラウ ンド テー ブル メン バー 永野 勝美 氏 

② 事 例 発表 一 農 商 工 連 携 ・ 地 域 連携 に よる 新た な ビジ ネス 

〇 コメ ン テ ー タ ー 岩手 大 学 地域 連携 推進 セン ター 長 農学 博士 鈴木 幸一 氏 

〇 事例 発表 者 帆 南 部 美人 、 費 アリ ー ブ 、 幌 更 木 ふ る さと 公社 、 せ いぶ 農産 ダイ レ 


クト 帆 、 岩 手 県 農業 研究 セン ター 
以 上 


1 部 会 の 開催 実績 








開催 日 





内 容 | 










































平成 20 年 6 月 16 日 (月) 


平成 20 年 7 月 4 日 ( 金 ) 
平成 20 年 7 月 25 日 ( 金 ) 
平成 20 年 8 月 22 日 ( 金 ) 
平成 20 年 9 月 25 日 ( 木 ) 
平成 20 年 1 月 25 日 ( 火 ) 
平成 41 年 1 月 21 日 (水 ) 
平成 21 年 2 月 17 日 ( 火 ) 
平成 1 年 3 月 19 日 ( 木 ) 
平成 41 年 5 月 20 日 (水 ) 
平成 31 年 6 月 23 日 ( 火 ) 
平成 41 年 7 月 27 日 (月 ) 


平成 31 年 8 月 24 日 (月 ) 
平成 21 年 10 月 6 日 ( 火 ) 


( 木 ) 
( 木 ) 


平成 22 年 1 月 21 日 
平成 22 年 3 月 18 日 


平成 22 年 5 月 10 日 (月 ) 


平成 22 年 7 月 8 日 ( 木 ) 


平成 22 年 8 月 20 日 〈 金 ) 
平成 22 年 9 月 21 日 《 火 ) 


平成 22 年 10 月 4 日 ( 火 ) 


平成 22 年 10 月 27 日 (水 ) 
平成 22 年 11 月 12 日 ( 金 ) 
平成 22 年 12 月 21 日 ( 火 ) 
平成 23 年 2 月 (予定 ) 
平成 23 年 3 月 (予定 ) 





永野 共同 代表 の 講演 「 ア グリ ビジ ネス 推進 に つい て 」 お よび 
部 会 と し て の 議論 の 進め 方 等 

農業 の 川上 (生産 ) を 中 心 と し た 論点 提示 、 意 見 交換 

次 回 ラウ ンド テー ブル に 向け た 意見 交換 

今後 の 議論 を 深め る た め の 5 つ の 課題 に つい て 意見 交換 
西部 開発 農産 ・ 照 井 社長 の 成功 体験 講話 を 聴講 

「 ア グリ ビジ ネス フォ ー ラ ム 」 開催 (後述 ) 

第 1 作業 部 会 の 進 び べき 方 向 性 に つい て 

帆 フ ァ ー ム ラン ド 有 藤沢 、 帆 メル ク 両 社長 の 講話 を 聴講 

「 工 程 表 」 に 基づく 来年 度 の 役割 を 分 担 

中 銀河 農園 の 橋本 社長 よる 同社 の 取組 み に 関す る 講話 
今年 度 の 活動 方 針 の 確認 と 農地 集約 等 に 関す る 意見 交換 
事務 局 が 実施 し た 耕作 放棄 地 の 視察 結果 の 報告 と その 活用 に 
関す る 意見 交換 

業務 用 野菜 加工 業者 の ニー ズ ヒ アリ ング 結果 の 報告 と 同 分 野 
を ター ゲッ ト と し た 活動 に 関す る 意見 交換 

加工 業務 用 野菜 を ター ゲッ ト と し た 意欲 ある 生産 者 の 固まり 
づく り の モデ ル に 関す る 意見 交換 
意欲 ある 生産 者 の 固まり づく り の 状況 報告 

帆 ジ ョ イス の 地産 地 消 の 取組 み に 関す る 小 昔 米 社 長 の 講話 
(第 3 部 会 と の 合同 開催 ) 

白石 食品 工業 内 の 取組 み に 関 する 白石 社長 室長 に よる 講話 、 


生産 者 の 固まり の モデ ル の 報告 
総会 の 報告 、 フ ー ド バレ ー に 関す る 検討 、 今 後 の 活動 方 針 の 
協議 


重石 社長 提供 の 食 関係 の DVD 視聴 、 意 見 交換 

九戸 村内 部 村長 と の 九戸 村 の 農業 の 現状 に 関す る ディ スカ ッ 
ショ ン 

総合 特区 制度 に 関す る 岩手 県 の 取組 み の 説 明 と 質疑 、 意 見 交 
換 

「 農 商工 連携 推進 セミ ナー」 に お ける 講演 

九戸 村 の 視察 と 村 と の 意見 交換 

視察 の 報告 と 村 に 対す る 提案 内 容 案 の 協議 

九戸 村 へ 提案 する 事業 計画 シミ ュ レ ーション 協議 

九戸 和 村 へ の 提案 、 デ ィ ス カッ ショ ン 








2 部 会 の メン バー 


人 
花井 お さむ 盛岡 商工 会 議 所 地域 振興 テー ム チー ムリ ー 
29 | 
新 沼 篇 | 盛 阅 商工 会 议 所 ”于 一 人 jj 一 仿 一 H20、21 年 度 





佐藤 誠司 盛岡 商工 会 議 所 グル ー プ リー ダー 
国立 大 学 法 人 岩手 大 学 農学 部 教授 
岩手 県 立 大 学 事務 局長 代理 H20 年 度 
山澤 則 文 岩手 県 商工 労働 観光 部 産業 経済 交流 課 主幹 

兼 食 产业 担当 课 长 






座長 (H20) 


吾 
良 





照井 儀 明 岩手 県 商工 労働 観光 部 産業 経済 交流 課 主査 
小岩 一 笠 岩手 県 農林 水産 部 農林 水産 企画 室 企画 担当 
課長 





和 山 敏 秀 岩手 県 政策 地域 部 政策 推進 室 い わ て 未来 づ 
くり 機構 主幹 兼 特命 課長 


网 岩手 银行 常務 取締 役 
手 銀行 地域 サポ ー ト 部 部 长 


H20、21 年 度 
H20 年 度 











座長 (H20<21) 
座長 (H21) 


























重石 桂 司 -| 績 メル ク 代表 取締 役 
農業 ・ 作 家 
いき いき 農場 代表 HH20 年 度 
出 西 部 開発 農産 常務 取締 役 7 
多田 克彦 人 多田 自然 農場 代表 取締 役 1 
i 








高橋 渉 岩手 県 農林 水産 部 企画 担当 課長 


いわ て 未来 づく り 機 構 作業 部 会 報告 書 ， 


産業 基盤 の 集積 と 強化 に つい て 


平成 23 年 7 月 


第 2 作業 部 会 
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4 部 会 と し て の 実施 事業 ・ ーー バー NS 


1 検討 の 目的 

・ 作業 部 会 は 、 会 員 (実務 者 ) で 構成 され 、 官民 一 体 と な っ た 調査 研究 . 画 立 案 、 実 
践 の コア と な る 。 

OE 
等 を 報告 する 。 于 

人 2 を 持っ て 活 
動 を 行う 。 

- 特に 、 民 間 か ら の 情報 提供 や 民間 の 率先 し た 活動 と な る こ と を 期待 する 。 

・「 産 業 基 盤 集積 と 強化 の 目的 」 と は - 
④ 県 民 所 得 の 向上 に よる 県 民生 活 ・ 福祉 の 向上 

@ 県 の 製造 出荷 額 , 付加 価値 額 の 増加 
③ 企 業 の 体力 の 増加 
④ 雇 用 の 場 の 確保 

・ 当面 は 、 仮 の 目標 値 を 設定 し て 、 それ を 可能 に する 戦略 に つい て 議論 答 す る 。 
例え ば 、 そ の 目標 を 
① 県 民 所 得 を 全国 平均 の 90% に 上 げ る 。 
OE HE 19% C&ENRG OG) HMMRR EF O70% に 上る, 
と する 。 _ 

・ ア クシ ョ ンプ ラ ン を 作成 し 実行 する 。 


2 検討 の 内 容 

(1) 現状 に つい て 

④ 過 去 の 統計 か ら み て 

・ 過 去 の 経緯 : 経済 統計 で 見 る と 、 製造 品 出荷 額 等 の 増減 は 全国 と 同じ 傾向 (時間 遅れ 
が ある が ) に ある 。 過 去 に お いて は 上 記 目 標 に 近い 年 も あっ た 。 

・ 産 業 構成 の 中 で 、 製造 業 以外 に 第 3 次 産業 が 増え て いる が 、 サー ビス 業 は 業態 が 多様 
で ある た め 内 容 の 吟味 は な され て いな い 。 

. 県 の 人 口 動向 で 見 る と 、 製造 業 が 盛ん る で あっ て も 人 口 増 に つなが っ て いな い (人口 の 
増減 に 関係 し て いな い )。 


② 企 業 の 現状 と 経営 者 の 意識 ] . 

・ 岩手 の 企業 は 売る こと の 企画 力 、 ア イデ アカ 、 マ ネー ジメント 能力 が 弘 い 。 

・ 経営 者 は 受身 的 で 、 積 極性 が な い 。 

・ 企業 撤退 へ の 対応 も 淡白 。 新た に 企業 を 誘致 する た め に は 、 過 去 の 企業 の 撤退 理由 を 

検証 する 必要 が ある 。 ' 
、・ 自 動車 関連 で の ビジ ネス チャ ンス を 利用 する 意識 も 薄い 。 


・ 人 材 確保 に お ける 積極 性 が 欠如 (お こ ぼれ 頂戴 ) し て いる 。 
・ 非 正規 雇用 は 企業 と し て の ニー ズ で は ある が 、 所 得 を 下げ て いる 要因 で あり 、 も の づ 
くり の ノウ ハウ も 残ら な い 。 


RN 

誘致 企業 の 満足 度 : 全国 第 2 位 (日 経 ). 
・ 県 外 の 人 か ら み た 「 住 みた い 県 」 

・ 産学 家 連 携 が 活発 - 


④ 県 の 施策 か ら 見 た 議 i 論 の 絞 り こみ 1 
・ 様々 な 施策 を 行っ て きた が 、 も の づく り 産 業 振興 の 反省 点 ・ 問題 点 は 過去 10 年 同じ 
で は な いか 。 


(2) アク. ショ ンプ ラン (AP) に つい て 
- 県 内 全域 を カバ ー で きる も の は 産業 基盤 の 遅い が あり 不可 能 で ある た め 、 第 一 ステ 
I 北上 川 流域 (工業 基盤 ) を 対象 と する 。 


・AP 作成 の た め 、 2 社 (天 境 分 野人 0) 新 规 参 和 企业 上 OEM に よる 屋 開 企業 ) に つい て 
ケー ス ・ スタ ディ を 実施 する 。 


下記 の 課題 8 項目 (中 間 と り ま と め (H21. 5)) に 対し AP の 項目 を 18 項目 挙げ 、 従来 
か ら 行 われ て いる 名 機関 等 (産業 振興 セン ター、 工業 技術 セン ター、 工業 集積 セン タ 
ー、 県 南 振興 局 、 北 上 市 、 岩手 大 学 等 ) の 取り 組み を リス ト ア ッ プ し 、 整理 し た 。 
1) 企 業 の 経営 力 : : 経営 者 の 資質 向上 (育成 講座 )、 企 画 提案 、 技 術 力 (R&D 投资 ( 补 
助 金 申請 )、 設備 投資 、 実績 (特許 ))、 販売 力 (マー ケチ ティ ング 、 販売 実績 )) | 
2)QCD : 技術 の 理論 倫 的 喪 付け (共同 研究 )、 品質 管理 ・ 品质 工学 (講習 会 に よる 人 材 
- 育成 確保 ) 
3) 地域 内 取引 の 拡大 : 請 致 企業 と の 連携 ・ 交流 0 研究 会 
4) R&D 企業 へ の 脱皮 : 技術 の 確保 (補助 金 の 猿 各 RW 
DB) 
5) 人 材 の 育成 、 定着 : 亲 寿 与 元 业务 《企业 说 明 会 )、 人材 紹介 ( 異 分 野 交 流 会 ) 
6) 付加 価値 を 見 せる 演出 : マー ケッ ティ ング (REP 紹介 ) 展示 会 (マッ チン グフ ェ 
アー) ビジ ネス モデ ル の 演出 
次 世代 有望 産業 群 の 育成 : シー ズ 育 成 (重点 的 支援 ペ ベンチャー 企業 (創業 云 所 
新規 分 野 (助成 事業 ) 
8) 県 北 ・ 沿 岸 に お ける 産業 育成 


(3 コー ディ ネー タ ター の 連携 と 育成 

・「 産 学 人 連携 戦略 展開 事業 (産学 官 回 携 戦略 展開 ブロ グラ ム ) 産学 宮 連 携 拠点 」 の 採 
択 を 受け 、 岩手 大 学 地域 連携 推進 セン ター に 地域 プラ ン ナ ー を 配置 し 、 北 上 川 流域 を 
中 心 と する エリ ア の コー ディ ネー ター、 イ ン キ ュ ベ ーション マネ ー ジ ャ ー 等 を 「 も の 
づく り コ ー デ ィ ネ ー タ ー 会 議 (地域 プラ ン ナ ー 主 宰 ) 」 と し て 組織 化す る と と も に 、 
” 人材 の 確保 ・ 育 成 か ら 研究 開発 、 実 用 化 、 事 業 化 ま で の シー ムレ ス な 活動 が 展開 可能 
な 体制 を 構築 し た 。 

な お 、 同 会 議 は 、 部 科学 省 イ ノ ベ ーション シス テム 素 備 事業 「 大 学 等 産学 官 連携 
自立 化 促進 プロ グラ ム (コー ディ ネー ー タ ー 支 援 型 ) 」 に よる 「 も の づく り イ ノ ベ ー シ 
ョ ン 推 進 協議 会 」 と し て 発展 継承 させ 、 地域 産業 支援 機関 の コー ディ ネー ター、 イ ン 
キュ ベー ショ ンマ ネー ジャ ー ー を OJT に よる リエ ゾン 研修 を 行う こと に より 、 コ ー デ 
ィ ネ ー ト 能力 の 向上 を 図る 。 ` 


(4) 産学 宜 連 携 研究 開発 プロ ジェ ク . ド の 「 管 理 法人 」 に つい て | 
・ 省 店 の プロ ジェ クト の た め に 管理 法人 を 依頼 する 必要 が ある が 、 手 一 杯 の 状況 で 頼め な 
い (断ら れる ) 場合 が 生じ て いる 状況 に あり 、 大 学 や いわ て 産業 振興 セン ター、 その 他 
の 機関 で の ブロ ジェ クト の 内 容 に 応じ た すみ 分 けが 必要 で ある 。 


5 事業 仕分 け に よる 岩手 の 対応 
・ 地域 イノ ベー ショ ン の た め に は 、 園 の 支援 集 は 必要 で あろ う 。 し か し 、 納税 者 の 立場 
か ら は 無駄 が 多い の も 事実 で ある 。 岩 手 か ら の 提言 を 検討 する 。 


(6) 岩手 の 豊か さ 指標 
・ 岩手 は 豊か で は な い の か (本 当 に 貧し い の か ) ? 
・ 経済 指標 以外 の 評価 を 構築 し 、 悲 観 論 より は 、 地域 に 自信 を も つ 必 要 が ある 。 
. 文化 、 自 然 環境 、 農 工 連 携 な ど を 考慮 する 。 


3 検討 の 結果 
(1) 現状 に つい て 
- 戦略 的 に は 基礎 研究 か ら 技術 開発 事業 化 まで の 一 連 の 総合 的 知 釣 生産 の 社会 基盤 の 
構築 が 必要 で ある 。 
・ 産業 支援 の シス テム は か な り レ ベル が 高い (地域 、 種類 )。 
・ 様 々 な 施策 を 行っ て きた が 、 も の づく り 産 業 振興 の 反省 点 ・ 問題 点 ・ . 課題 は 過去 10 年 
同じ で 、 解 決し て いな い の で は な いか 。 
産業 基盤 の 問題 点 
① 県 内 企業 の 意識 、 経 営 体 力 (資金 力 ・ . 設備 投資 )、 売 込み 力 


②QcD (特に コス ト や 物流 ハン デ ) へ の 対応 ' 

③ 地 域内 取引 の 不 活発 (誘致 企業 と の 連携 ・ A 
か す ) | a 

④ 研 究 開発 型 企 業 の 誘致 開発 提案 弄 企 業 へ の 脱皮 

も の づく り 人 材 の 安定 的 確保 高度 技術 人 材 の 育成 ・ 定着 . 

⑥ 県 北 、 沿 岸 へ の 波及 

の 付加 価値 を 高く 見 せる よう な 演出 や シス テム 構築 の 不足 

⑧ 次 代 有 望 も の づく り 産 業 群 の 創出 


(2) アク ショ ンプ ラン (AP) に つい て 
. アクション ブラ ン の 目標 は 「 体 の 弘 い 企業 に な る た め に は 」、「 ブ ラン ド 品 を 産む (最 
終 製 品 ) た め に 」、「 生 産 型 か ら 研究 開発 型 へ 基礎 研究 か ら 事業 化 まで の 総合 的 知 的 
才 度 の 麻生 の 避 陸 だ まる 6. 


.平成 21 年 2 月 開 供 の ラウ ンド テー ブル に お いて 雇用 を 守り 人 材 を 青 成す る 「 緊 急 アク ー 
ショ ンプ ラン 」( 別 添 資料 ) を 提案 し 、 下 記 の 取組 を 実施 し た 。 ' 
① 国 の 「 中 小 企業 緊急 雇用 安定 助成 金 」 の 適用 拡大 へ の 取組 

Se 商工 团体 、 産業 壇 援 等 教 育 訓練 を 行う 機関 を 対象 と し た 制度 説 明 会 の 開 


2) 制度 対象 と な る 教育 訓練 メニ ュー の 新規 信 設 (既存 メ ニュ ー 改 訂 を 含む お 。) の 呼び 

か け と 調整 

9) 中小 企業 者 へ の 教育 訓練 参加 の 呼び か け 了 及び 手続 の 説明 | 
“全 产业 支援 机 轩 及 以 使 融 机 并 [ 汪 因 速 支援 焦 友 蕊 y 上 = L 大 活用 方法 人 D 扣 过 1 
@ 理 工 系 大 学 3 年 生 向け 地元 企業 見 学 


、 ⑧ 産 学 官 が 連携 し た 「 経 営 ・ 大 用 相 该 会 | /及 人 


・ ケ ー ス ・ スタ ディ の 結果 、 開発 志 : 商 企業 で は 新た な 専門 性 を も つ 人 村 確 保 と 技術 支援 の 
具体 的 要望 が 明確 で ある の で 、 実際 に コ ー デ ィ ネ ー タ ー を 訪問 させ 、 支援 方 策 を 検討 す 
る と と も に 、 個別 案件 ご と に サブ WG を 作り 対応 する こ と と し た 。 

OEM 企業 で は 発注 企業 に 提案 で きる 技術 力 を 必要 と する が 、 生産 プロ セス の 効率 化 に よ 
る 基盤 確立 (品質 保証 ) の た め の 人 材 が 不足 し て いた 。 し か し 、 品質 工学 の 講義 を 大 学 

等 で は 行っ て いな い 。 っ 人 材 育 成 相 と の 運 携 ER 


に より る を 


、 TL の くり コ ラッ ボーク 一 人 请 (8 域 プランナー ま 謙 ) 」 に よる 庶 世 連 携 の 成 
功 事 例 を 分 析 し た 。 | 


・ 従来 か ら 行わ れ て いる 各 機 関 等 の 支援 策 は 単発 的 に 行わ れ て いる の で 、 整 理 し て HP に 
て 公開 し た 。 


・ 産学 宜 連 携 に よる イノ ベー ショ ン を 加速 させ る た め に は 他 の 作業 部 会 と の 連携 を 図る 
必要 が ある 。 ' 

① 第 1 作業 部 会 : 食品 産業 , 農工 連携 

@ 第 3 作业 部 会 : 工業 製品 の ブラ ンド 化 (Only1 企業 の 育成 ) 

③ 第 4 作業 部 会 : 人 材 育成 と 企業 定着 協同 の 社員 教育 


. 経営 者 の 意識 改革 を 図る 必要 が ある 。 

Deiven か ら Take へ 

② 技 術 と 人 材 の 戦略 

③ 高 度 技術 者 を 定着 させ る 方 策 

④ 次 の 時 代 の た め に 今 こ そ 技術 育成 。 し か し 、 体 力 が な い 。 


・ 行政 の 対応 「 [ 
自動 車 と 半導体 へ の 特 化 ? つ 景気 の か げ り つ 昨年来 の 計画 大 = 破 策 了 
② タ フ な 企業 群 育 成 


・ 大 学 等 の 対応 
① 新 た な 技術 シー ズ は 一 CO2 削減 、 環 境 問題 
、@ 今 後 の 連携 . | 


・ 経済 危機 下 の ア クシ ョ ンプ ラ 

0 ns ー タ を も と に 、 そ の 延長 上 で 
② 危 機 下 の プラ ン (プラ ン B) 一 状況 が 不安 定 で 、 対 応 仕切 れ な い 。 現 状 把握 が 出来 
て いな い 。 ' 

⑧③ 雇 用 対策 プ ワ ー キ ング シェ ア の 仕組 み 作 り . 


(3) コー ディ ネー ター の 連携 と 育成 や 
コー ディ ネー ター の 巡 携 は 、「 コ ー デ ィ ネ ー ト 玉 究 会 」 、「 も の づく り コ ー デ ィ ネ 
一 一 全 器 | 、「 も の づく り イ ノ ベ ーション 析 議 会 」 と し て 先 総 基 し で きた 
が 、 今後 も 継続 し て 連携 し て いく 必要 が ある 。 
コー ディ ネー ター の 身分 (長期 的 契約 ) 保証 が な いと (若い 人 が ) を 据え た コー 
ディ ネー ト が 不可 能 で あり 、 岩手 県 独自 の コー ディ ネー ト 育 成 プ ラン を 立ち 上 げ る 
必要 が ある 。 | 


(4) 産学 宜 連 携 研究 開発 プロ ジ ジェ クト の 「 管 理 法人 」 に つい て ・ 

・ 研 究 開発 補助 金 の 申請 は 地域 (企業 ) に と っ て 有効 で あり 、 積極 的 に 手 を 挙げ る こと 
は 必要 で ある 。 し か し 、 プ ロジ ェクト の 管理 法人 の 問題 (現状 で は 飽和 状態 ) が あげ 
られ 、 そ れ を 議論 し 、 大 学 や いわ て 産業 振興 セン ター、 そ の 他 の 機関 で の プロ ジェ ク 
ト の 内 容 に 応じ た すみ 分 けが 必要 で 、 岩 手 県 科学 ・ も の づく り 振 興 課 が 作成 し た 「 管 

_ 理 法人 の ガイ ドラ イン 」( 案 ) に 沿っ た 役割 を 各 機 関 等 が 担う 必要 が ある 。 
また 、 管理 法人 の で きる 機関 の 創設 ・ 育成 や 管理 法人 の で きる 企業 の 育成 も 必要 で あこ 
る 。 . 


⑮) 事業 仕分 け に よる 岩手 の 対応 。 
・ 国 に 対す る 地域 科学 技術 の 支援 策 「 岩 手 モ デル 」 の 提案 


、 (6) 岩手 の 豊か さ 指標 ; 
・ 岩手 四 尖 办 志 指 棍 四 机 天 四 大 护 |=、 巢 是 提案 型 了 口 攻 下 人 提案 攻克 二 不 扣 扣 
引き 続き 検討 。 


4 部 会 と し て の 実施 事業 : 
Q) 地域 企業 の 人 材 確保 の た め の ア クシ ョ ン 
・ 工 場 見 学会 0 
平成 21 年 2 月 19 日 、2 月 23 日 、2 月 7 日 、9 月 28 日 、12 月 25 日 、 平成 22 年 3 月 9 
日 、9 月 29 日 、12 月 27 日 、 平 成 23 年 2 月 17 日 の 計 9 回 、 地 域 企 業 の 人 材 確 保 の た 
め の 緊 急 アク ショ ンプ ラン と し て 工場 見 学 会 を 開催 し た 。 
見 学 し た 企業 は 、 和 同 産業 株 式 会 社 、 株 式 会 社 新興 製作 所 、T DK 一 MCC 株 式 会 社 、 
関東 自動 車 工業 株 式 会 社 、 アイ シン 東北 株 式 会 社 等 14 社 で あり 、 延べ 150 名 以上 の 学 
生 が 参加 Se 


・ 地域 企業 の 説明 会 

平成 21 年 5 月 16 日 と 平成 22 年 1 月 14 日 、7 月 2 日 の 3 回 、 地元 就職 を 指向 する 学生 

i 厳し い 経営 状況 の 中 に あっ て も 優秀 な 人 材 の 確保 を 目指 す 地元 企業 の ニー ズ を マ 

- ツチ ンダ させ る こと で 、 学 生 の 地元 で の 就職 を 支援 する と と も に 、 地 域 の 将来 を 担う 

、 氷 人 材 の 確 代 に つなげ る た の 地域 人 を 開催 し た 。 企 業 43 社 、 学 生 80 名 の 
参加 が あっ た 。 


(2) 局 用 対生 援 の た め の 講 習 会 等 の 実 
必定 編成 全 対象 の 講習 会 (大学) の 開催 っ 岩手 マイ スタ ー 事 業 の 講和 


・ 中 小 企業 緊急 雇用 安定 助成 金 説 明 会 の 開催 


(3) 経営 支援 ・ 技 術 ア ドバイ ス ' 
・ も の づく り イ ノ ベ ー シ ョ ン 推 進 協議 会 と 連携 し た 企業 へ の 経営 支援 ・ 技 術 ア ドバイ 


ス の 実施 


(4) 「 目 利き 人 材 育成 研修 会 (東北 地域 )」 の 実施 
・ 県 域 を 越え た 連携 に つい て 議論 


5 提言 . ' 、 
・ 現状 の 経済 状況 で は 、 見 通し が 不安 定 で 、 こ れ ま で の デー タ を も と に 、 そ の 延長 上 で 
対応 する こと は 大 変 難し い 。 産業 成 長 戦略 の 実現 に 向け て 、 オ ー ル 岩手 で 取り 組む た 
め に 、 ラウ ンド テー ブル メン バー の 更 な る リー ダー シッ プ の 発揮 を お 願い し た い 。 


・ 作業 部 会 は 提言 を 行う こと が 目的 で は な い 。 出 来る こと か ら ア クシ ョ ン を 実行 し て い 
く こ と が 重要 で あり 、 産 業 基 盤 の 集積 と 強化 を テー マ に 岩手 大 学 が 今後 も 担当 機関 を 
務め る こと は いか が か 。 

作業 部 会 の 担当 機関 を 変更 する こと や テー マ を 「 産 学 宮 連 携 研究 開発 プロ ジェ クト の 
管理 法人 」、「 コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 連携 と 育成 」 等 に 絞り 込む こと が 必要 と 考え る 。 


1 部 会 の 開催 実績 
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第 8 回 : 平 
: 平成 31 年 6 月 5 日 


- | 第 H1 回 : 
第 12 回 : 
第 18 回 : 
: 平成 24 年 4 月 9 日 


| 第 17 回 : 


平成 20 年 6 月 20 日 
平成 20 年 7 月 23 日 
平成 20 年 9 月 10 日 
平成 20 年 10 月 28 日 


平成 20 年 12 月 17 日 
: 平成 21 年 1 月 19 日 


平成 1 年 3 月 30 日 
成 21 年 4 月 28 日 


: 平成 31 年 7 月 22 日 
平成 21 年 11 月 10 日 
平成 21 年 12 月 14 日 
平成 22 年 2 月 17 晶 


: 平成 22 年 6 月 18 日 
: 平成 2 年 9 月 3 日 


時 委員 か ら 「 析 和 」 と 「WG へ の 基 特 」 の 説 朋 


アク ショ ンプ ラン の 方 向 性 


- ア クシ ョ ンプ ラン の 検討 、 事 業 仕分 げに 対す る 意見 書 


2 年 0 月 26 ERNIE て ROR MO 第 2 部 会 の 


: 平成 23 年 1 月 20 日 : 





WG の ミッ ショ ン に つい て . 
現状 に つい て 










岩手 県 の これ まで の 施策 の 説明 と 意見 交換 
アク ショ ンプ ラン の 方 向 性 
中 間取り まとめ (骨子 案 ) . 


ケー ス ・ スタ ディ W' 社 へ の アク ショ ンプ ラン AP の 検討 
ケー ス ・ ス タデ ィ W 社 へ の アク ショ ンプ ラン AP の 検討 
ケー ス ・ ス タデ ィ Y 社 の 状況 ーー 
アク ショ ンプ ラン の 検討 、 コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 育成 

「 岩 手 モデ ル 」 の 意見 交換 、AP に 対す る 各 セ クタ ー の 役割 
アク ショ ンプ ラン の 取り まとめ Se 

各 機関 等 が 実施 し て いる 支援 策 の 周知 方 法 の 検討 ' 
各 機 関 等 が 実施 し て いる 支援 策 の 周知 方 法 の 検討 コー ディ ネ 
の 002 の の ク 化 と 若手 コー ディ ネー ター の 育成 に つい 
て 検討 


課題 等 に つい て 検討 
第 2 作業 部 会 の 活動 の まとめ 





2. 第 2 作业 部 会 ( 头 业 基 狗 办 巢 生 上 了 验 化 )X 人 
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研究 交流 部 





研究 交流 部 研究 協力 課 





研究 交流 部 研究 協力 課 


研究 交流 部 研究 协力 课 八 第 招 登 騰 





岩手 夏生 地域 部 政和 推進 宗 。 








現 メ ン バ ー に つい て は 、 現 賊 を 記載 。 事 聞 局 に つい て は 、 平 成 23 年 度 メン バー の み を 記載 。 
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「 岩 手 ブ ラン ド の 国内 外 展 開 」 報 告 ( 案 ) ' 
“11/07/19 いわ て 未来 づく り 機 構 第 3 作業 部 会 


1 作业 部 会 の 目的 

販 手 は 、 自 然 や 歴史 ・ 文 化 に 恵まれ 、 安 全 ・ 安 心 な 農林 水産 物 、 受け 継が れ て きた 知恵 や 技 を 活か 
レ た 地域 の 産業 な ど 、 高 い ポ テン シャ ル を 有 し て いる 。 し か し な が ら 、 それ ら が 岩手 の 商品 な どの 価 
値 に 正しく 反映 され て いる と は 言え ず 、 替 手 の モ ノ (商品 な ど ) や コト (サー ビス 、 観 光 資 源 な ど ) 
の 価値 を 高め 、 所 得 に 反映 させ る こと が 課題 と な っ て いる 。 

いわ て 未来 づく り 機 構 「 岩 手 ブ ラン ド の 国内 外 展 開 」 作 業 部 会 (以下 「 作 業 部 会 」 と いう 。) | 
岩手 プラ ンド の 価値 を 高め 、 国内 外 に 展開 する た め に どの よう な こ PR 
も に 、 その た め の 実 中 活動 を 行い な が ら 、 岩手 ブラ ンド 展開 の 道 飾 を つけ る こ と を 目的 と する 。 


2 ブラ ンド 振興 の 必要 性 
グロ ー バ ル 化 が 進む 昨今 、 多 く の 商品 の 価格 の 競争 相手 は 海外 と な っ て いる 。 価格 争 に 天 き 込ま 
れ た 商品 は 、 材料 等 の コス ト や 開 連 価格 を 下げ る だ け で な く 、 人 件 費 や を 単位 当たり の 利益 を 低下 させ 
て いく こと に か な る 。 _ 
この よう な 状況 に 対応 し 、 生 産 者 (販売 者 ) 側 で も 価格 決定 に 関与 で きる た め に は 、 商 品 価値 を 一 
定 レ ベル 以上 の も の と し て 訴求 し 続け 、 その 優位 性 が 消費 者 に 評価 され る こ と が 必要 で ある 。 そ の カ 
を 有する も の が プラ ンド カ で ある 。 


9 6 ブラ ンド ご 単なる 「 区 別 」 か ら 「 価 値 」 の Nr 
「 プ ラン ド 」 は 、 た だ 他 の も の と 区 别 | され る だ け で は 価値 を 生ま な い 。 プラ ンド 」 が [価値 を 
持つ た め に は 、 
① 顧客 で ある 消費 者 が 、 その ブラ ンド の 機能 や 品質 、CM な どの コミ ュ ニ ゲーション 、 評判 な どき ま 
ざま な 経験 か ら 、 好 まし い 評 価 を 与え る こと 。 
② その プラ ンド の 名 前 を 見 聞き し た だ け で 、 好ま し い イ メー ジ や 評価 を 連想 する よう に な り 、「 買 いた 
い 」 (購入 意向 )、. さ らち に は 「( 他 の も の より ) 高く て も 買い た い 」( プ レミ アム ふ )、 
と いっ た 顧客 で ある 消 絡 者 の 側 に 「 好 まし い 評 価 ・ 連想 」 を 持っ て も ら う 必要 が ある 。 


その 結果 と し て = テ 価格 優位 性 が 獲得 で きる 。 ここ まで 来 て は じ め て 、 ブラ ンド が 単なる [区別 」 か ら 、 
「 条 値 」 を 伴っ た 区 別に 変わ る 。 ` | 
©⑤ ブラ ンド と は 価格 定 方 
岩手 に は 優れ た 商品 が 数 多く ある 。 それ ら の 商品 が 、 通 度 な 価格 競争 に 巻き 込ま れる こ と な く 、 適正 な 
価格 で 販売 され る た め に は 、 個 々 の 商品 が プラ ンド カ を 持た な けれ ば な ら な い 。 
ブラ ンド カ を 持つ た め に は 、 品 質 、 性 能 、 デ ザイ ン 、 サ ービス 、 安 定 供給 な どの 基本 的 要素 を クリ アレ 
た うえ で 、 商 品 自体 他 の 商品 を 凌ぐ 良さ (競争 力 ) を 持っ て いな けれ ば な ら な い 。 





3 岩手 県 の ブラ ン ド の 弱み | 
日 経 リ サー チ 社 が 実施 し た 「2 008 地 域 プ ブラ ンド 戦略 サー ベイ 」 の 結果 は 、 地域 ブラ ンド カラ 
ン キ ング で は 岩手 県 は 28 位 (東北 で は 青森 17、 宮城 22、 秋 田 .25、 山 形 32、 福島 40 位 ) と な っ て 
いる 。 
また 、 プ ラン ド 総 合 研究 所 が 実施 し た 「 地 域 ブ ラン ド 調 査 」(2010.9 発表 ) で は 、 岩手 暴 四 魅力 度 
ラン キン グ は 29 位 (東北 で は 青森 15、 宮 城 16、 秋 田 20、 山 形 24、. 福 島 38 位 ) で ある 。 魅力 度 の 構 
成 要素 の うち 、 認 知 度 は 44 位 、 情 報 接触 度 は 34 位 、 観 光 意欲 度 22 位 、 居住 意欲 度 47 位 、 産品 購入 
意欲 度 26 位 (うち 食品 28 位 、 食 品 以外 5 位 ) と な っ て いる 。 
この 2 つの 調査 結果 で は 、 本 県 の ブラ ンド カ は 28~29 位 で 、 東 北 の 順 位 は いずれ の 調査 結果 も 同 
じ で 、 本 県 は 4 ご 5 番目 と いう こと で 、 条 件 が 近い 北海 道 ・ 東 北 の 中 で 低位 に ある 。 
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さら に 、 是 20 年 度 に 岩手 県 と 東北 経済 産業 局 が 連携 し 実施 し た 、 岩手 県 内 企業 に 対し て プラ ンド 
化 や 売り 出し 等 の 取組 み に つ いて の アン ケー ト 調 査 (平成 20 年 度 地方 公共 団体 と の モデ ル 連 携 事業 。 ， 
以下 、「H20 特許 室 事 業 」 と いう 。 作 業 部 会 も 協力 ) に お いて も 、 多 く の 企業 が 「 商 品 カタ ログ の 作 
成 」「 ホ ー ム ペー ジ の 改善 」 等 の 情報 発信 に 取り 組ん で いる が 、 効 果 が 無い と 感じ て いる 。 
以上 の 調査 結果 で は 、 岩手 に 関す る 知名 度 が 不足 し て お り 、 岩手 及び 岩手 ブラ ンド に 関す る イメ ー 
ジ の 向上 と 情報 発信 が 弱み で あり 、 課 題 と な っ て いる 。 ' ' 


4 岩手 県 の ブラ ンド の 「 強 み 」 の ある 分 野 


(1) H20 特許 室 事業 (岩手 県 内 企業 等 の ブラ ンド 調査 ) か ら [ ' ー 
” HH20 特 許 密 事 業 の アン ケー ト 結 果 で は 、 商 品 ブラ ンド と し て 強み の ある 分 野 と し て は 、 畜産 加工 
唱 、 水 産 加工 品 を 中 心 と し た 食料 品 分 野 が 目立っ た 。 巡る に 

【报告 概要 】 ; 
苦手 の 地域 プチ ラン ド は 国内 に 8 いて は 一 定 の イメ ー ジ を 形成 し て いる が 、 個 別 の 商品 
ブラ ンド は 効果 的 な 情報 発信 を 行っ て いる と は 言い 難い 。 海 外 輸 出 を 視野 に 入れ る と 、 
地域 プラ ンド と 商品 プラ ンド の さら な る 連動 が 求め られ る 。 現 段階 で は 商品 ブラ ンド と . 
し て は 評判 が よい 「 玄 産 加工 品 」、「 水 産 加 工 品 」 な ど を 中 心 に 、 各種 の 政策 に 取り 組ん 
で いく て 。 の | 
中 長期 的 に は 、 人 材 育成 等 の 支援 体制 の 強化 が 求め られ る 。 
(2) 製造 品 出荷 額 の 動向 か らち" 「 
” 食料 品 製造 品 出荷 額 は H21 年 度 で 3, 583 俺 円 、17. 年 度 3, 076 億 円 に 比較 し 、 金 額 で 507 億 円 
《16. 59%) 増 と な っ て いる 。 ま た 、 食 料 品 製造 品 出荷 額 は 本 県 の 製造 品 出 荷 額 全体 の 17.996 を 占 
め る な ど 、 今 後 も 内 協 拡 大 型 産業 と し て は 更に 伸ばし て いく こと が 必要 で ある 。 es 


















工業 統計 調査 速報 (平成 22 年 12 月 31 日 現在 ) 
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、 較 合 : 万 還 | 伴 位 : 方 9] 

















み 


(3) 「 地 域 ブ ラン ド 戦 略 サ ー ベ イ 」 の 結果 か ら 見 た 強み 

名 産品 プラ ンド カ の 現状 で は 、 意 産 分 野 で は 、 小 岩井 乳 製品 が 3 位 (① 松 坂 生 、② 神 戸 牛 、④ 米 
沢 生 、⑤ 名 古屋 コー チン 、⑥ 前 沢 牛 、② か ご し ま 黒 豚 、⑧ 琉 球 島 懇 、⑨ 近 江 和 牛 、⑩ 比 内 地 鶏 ) で 、 
この 他 、 花 巻 白金 豚 24 位 、 南 部 地 鶏 33 位 と な っ て いる 。 
水産 分 野 で は 、 三 陸 わ か め (宮城 ・ 岩 手 ) が 9 位 (① 博 多 明 太子 、、② 大 問 ま ぐろ 、⑧ 日 高司 布 、④ 伊 替 
えび 、⑥⑤ 利 尻 昆布 、@ 越 前 が に 、⑦ 伯 方 の 塩 、⑧ 下 関 ふ く 、⑨ 赤 穂 の 塩 ) と な っ て いる 。 こ の 他 、 南 部 鼻 曲 が 
J 备注 42 位 で ある 。 | | 
農産 (果物 人 は 除く )、 果物 、 酒 、 菓 子 、 郷 土 料理 に は 1 0 位 以内 な く 、 農 産 (果物 は 除く ) で は 
いわ て 純情 米 ひ と め ぼ れ 42 位 、 果 物 で は 江刺 りん ご 42 位 、 菓子 で は 本 場 岩手 南部 せん べ い 17 位 、 
郷土 料理 で は わん こそ ば 20 位 、 感 岡 冷 麺 31 位 、 盛 岡 じ ゃ じゃ 麺 51 位 と な っ て いる 。 


5 作业 部 会 の 活動 の 考え 方 
ブラ ンド カ の 源泉 は 優れ た 商品 に ある 。 地 域 で プラ ンド を 確立 する た め に は 、 個 別 の 商品 が 、 他 と 
は 差別 化 さ れる 特色 を 持つ こと が 必要 で あり 、 地域 の 範囲 は 狭い ほう が 特色 を 出し や すい 。 現在 、 成 
. 荔 LTV\ 加 地 域 蜗 四 了 了 学 下 (以下 、 地 域 プ ラン ド ) の 多く は 、 PAR TORN 
城 を 単位 と し て いる 。 ' 
な お 、 地 域 プ ラン ド と いっ た 場合 、 地域 団体 商 拍 の 取得 と され る ケー ス も 見 受け ちら れる 。 地域 団 休 商 磁 と は 、「 電 
、 城 名 十 商 品 ・ サ ービス 名 」 を 登録 商標 と し て 認め る 制度 で ある が 、- あ くま で 商標 権 の 取得 に より 横 條 品 な ど を 防 
ぐも の で あり 、_ 商 標 権 取得 イコ ー ル 知名 度 の アッ プ と な る も の で は な い 。 こ こ で の 地域 ブラ ンド は 、 地域 団体 商 
標 の 有無 は 関係 な く 、 地 域 発 の ブラ ンド の こと を いう 。 
内 手 の モ ノ に つい て は 、 岩手 な ら で は の 特色 の ある も の 、 こ だ わり の モノ 、 岩手 の 地域 性 (文化 
風土 等 ) と 岩手 の モノ を 結び つけ て いく こ AA 
視点 で 3 年 間 の 活動 を 行っ た 。 
“OO 〇 成功 事例 を 共有 es a 
個々 の 成功 事例 な どの 共有 化 を 行う こと に より 第 二 第 三 の 成功 事例 が 生み 出さ れる の で は な い ・ 
。 か と いう 視点 か ら 、 成 功 事 例 を 調査 し 、 デ ー タ を 積み 重ね て いく 。 
〇 情報 戦略 の 検討 と 発信 「 
日 進 月 歩 の イン ター ネッ ト 活 用 術 や 戦略 的 に メデ ィ ア を 活用 する な ど に より 、 、 
_ 発信 し 成功 事例 を 創出 し て いく 方 法 を 検討 する 。 
最新 の トレ ンド 、 ノ ウ ハ ウ な ど を 県 内 の 事業 者 に セミ ナー な ど で 提 供し て いく 
注目 資源 を 発掘 し 、 そ の 情報 発信 を 支援 
個々 の 取組 み は 行 われ て いる が 、 分 野 横断 的 に 大 き な う ね り と し て いく 方 法 を 検討 する 。 
〇 岩手 の 地域 性 を 活か し た リー ディ ング カン パニ ー の 創出 戦略 を 検討 
3 胡 終 的 に は 本 馬 の 地 域 作 (強み ) を 活か し た 、 リー ディ ング カン パニ ー (リー デ 
グ 産 業 ) の 創出 戦略 を 描く 。 


6 主 な 活動 内 容 
(1) 成功 事例 の 調査 
作業 無 会 で は 独 目 プラ ンド な ど で 成 功 し て いる 事例 に つい で ケー スス タデ ィ を 行っ た 。 

当 作業 部 会 で は 、 経 営 者 か ら 直 接 話 を 開き 、 各 社 の 成功 要因 を 探っ た 。 業 種 や 扱う 商品 が 異な る 
それ ぞ れ の 企業 だ が 、 共通 する の は 消費 者 に 目 を 向け た 「 こ だ わり 」 の 商品 と それ を 消費 者 や バイ 
ヤー な ど に 訴え 、 共 感 を 得 て い る 。 

商品 の 良さ は 、 他 と 差別 化 さ れる 「 こ だ わり 」 か ら 生 じ て い る 。 例え ば 飼育 背 成 方 法 に こだわ 
AE RS Wo 
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産物 、 高 い 技術 力 と 陽 人 技 た こだわ っ た 工業 製品 』 の 提供 で ある 。 また 商品 は 、 有形 な も の だ け で は 
回 な く 、 岩手 な ら で は の 文化 や 自然 、 RS に わっ た サー ビス VR) な ど 、 無形 の サー ビ EE 
- ス も 含ま れる 。 

小野 食品 ( 签 石 市 )(H20. 7.25) 、 几 图 口 贵金属 (盛岡 市 ) /山东 光合 ( 霸 手 0) (H20.8.22) ， 
費 ア マタ ケ (大 船渡 市 ) /网 入 了 了 ( 現 ド ンド ン ア ッ プ 。 盛岡 市 ) (B20.9.9) 

J A シン セラ ( 瞳 风 市 ) (821.1.29)、 小 岩 并 乳业 网 让 网 支 店 (H21. 10.23) 、 

铀 瑞光 [四 季 亭 | (H21.12.17) 、 小 岩井 农 牧 山 (H22. 9. 14) 








LS 一 二 





この ほか 、 農 商工 連携 商品 の 成功 例 ※ を 多く 眉 出 する 五日市 知香 商品 開発 コー ディ ネー ター (会 
社名 : パイ ロッ ド フ ィ ッ シュ ) は 、 商 品 開発 段階 か ら 参画 し 、 生産 者 の 想い を 捉え 、 開 発し よう と 
する 商品 特性 ・ 流通 量 な ど を 想定 する と と も に 、. パ ッ ケ ー ジ デザ イ ン 開 発 、 販路 開拓 (対面 販売 、 0 


ネッ ト 販 売 、 商 社 経 由 な ど ) の 最適 化 を 図っ て いる (822.9.14 作業 部 会 で 意見 交換 )。 


-・ 山 田 の 牡 端 く ん :「 か きく ん 」 か ら 「 山 田 の 牡 負 く ん 」 に 各 称 を 変更 する 
と と も に 、 閣 変更 、 ペ パッ ケー ジ デ ザイ ン を 変更 し 、 成功 し た 例 
・ ペ っ ぴん の 湯 (石鹸 交 ミ スト ) : 温泉 の 湯 を 活用 し 、 石鹸 と 潤い ミス ト を 作成 。 _ 
大 手 と も 取引 。 東急 バンズ で も 取り 扱い 。 試作 開発 を 繰り 返し た 。 北限 の 海女 SS ER | 8 

已 活用 LPR 





























































































































"べっぴん の 湯 (石上 幅 を ミス ト ) つ 






































事例 紹介 : こだわ り の 商品 


eter 


| 株 式 会 社 ア マタ ケ : 品質 へ の こだわ り 
同社 の 「 南 部 どり 」 は 日 本 で 初め て ブロイ ラー に ブラ ンド 名 を つけ た も の で あっ た 。 
抗生 物質 を 使わ な い 、 独 自 の 交配 に よる 肉質 、 健 康 面 を 考慮 し た 餌 の 配合 な ど 、 品 質 に 
こだわ っ た も の で 、 OR . ] 
社員 数 に お ける 営業 の 割合 は 高く 、 販促 や 料理 法 の 提案 まで 行い 、 商品 の 良さ を 知っ | 
て も ち うた め 奉 力 を 看 ね て いる 
小 野 食品 : 味 へ の こだわ り 

辣 社 人 主力 商品 久光 食品 。 解 大 世人 美味 L《 食 忆 了 汪 食品 县 
いる 。 

味 へ の こ だ わり か ら 、 添加 物 を 使わ ず 、 脂 の 乗っ た 旬 の 急 を 、 終 度 の 良い 生 の 状態 で 
加工 し 、 調 理 後に 冷凍 し て いる 。 ま た 、 年配 の 方 に も 、 子 供 に も 、 そ れ ぞ れ の 年 代 で 美 

i 味 し く 食 べら れる 商品 を 提供 し て いる 。 | 

.| 株 式 会 社 東光 舎 : 技術 カ へ の こだわ り 

同社 は 、 懲 底 し た 切れ 味 へ の こ だ わり と プロ の 職人 技 に より 、 理美 容 用 は さ み で 圧 全 
的 な 技術 力 を 持ち 、 岩手 工場 の 製品 は 世界 40 カ国 以上 で 販売 され て いる 。 

この よう な 業界 内 の 高い 評価 に 安住 する こと な く 、 楽 界 外 の 人 た ち に も 同社 の 技術 カ 
を 知っ て も ら う た め 、 常 務 が 博士 与 を 取得 し 定量 的 評価 の 研究 を 行なう 等 、 様々 な 角度 

| か ら 研 究 を 重ね て いる | 
| 株 式 会 社 ヘ イブ (店 名 : ドン ドン ダウ ン オ ン ウェ ンズ デイ ) DD 

同社 は 、 古 着 販売 の 全国 展開 を 行っ て お り 、 いわ て イン キュ ペー ショ ン 2 号 ファ ンド 
か ら 出 次 を 受け 、 株 式 上 場 を 目指 し て いる 。  ・ 

客 が 値段 を 決め る (毎週 水曜 日 に 値段 が が る た め 客 の 価値 観 に 合っ た 値段 と な る ) 、 
何で も 買い 取る 、 わ か りや すい 店 名 (商売 の 仕組 み を 表し た 店 名 ) な ど 、 pli 
客 の 立場 に こだわ っ た 商売 を 展開 し て いる 。 

| 有限 会 社 田口 貴金属 (店 名 : ア ビー ロー ド ) : 時 計 べ の こ だ わり 

同社 は 、 楽天 で 時 計 を 販売 し ランキ ング 1 位 を 獲得 、 和 ネッ ト 販 
売 で 成功 を 収め て いる 。 

その 背景 に ある の が 、 時 計 の プロ と し て の こ だ わり で ある 。 時 計 の こと な ら 誰 に も 負 
け な い と いう 自負 の も と 、 交 外 か ら 門 棚 買 い 付け た 時計 な どの 品 拉 え 、 経 験 と 知 職 を 生 
か し た 丁寧 な 対応 で 消費 者 か ら 支 持 を 得 て い る 。 。 
' す ムシ ジン セラ (サン ・ フレ ッシュ 都 南 な ど ) : 地元 へ の こだわ り > 

J A シ ン セ ラ は 、 直売 所 、 開発 商品 、 学校 給食 用 食材 供給 、 食 育 の 地産 地 消 を 行っ て いる 。 

産直 の 強み (地元 食材 ・ 限 定 ・ 安 心 ) を 活か すこ と で 。 近隣 に 大 型 ス ー ペ ー が で き て も 客 
を 掴み な 、 影 響 受 けず 、 着 実 な 売上 を 誇る 。 . 

生産 者 が 自ら 研究 ・ 工 夫 を 自分 の 作っ た も の 、 自分 で 値段 を 付け る こと が 、 生産 者 の や る | 

| 気 を 生む と いう 徹 舞 を 作り 、 雇 用 も 生み 、 後 継 者 も 育っ て いる 。 | | : 

小 岩 并 乳业 山 盛 阅 支 店 、 小 岩井 髓 牧 贿 : 地元 へ の こだわ り 

。 不毛 の 火山 灰 土 を 開 衣 し 、 わ が 国 の 畜産 や 乳 製品 の パイ オニ ア と し て 歩ん で きた 小岩 井 農 
場 を 原点 と する 、 酷 農事 業 、 種 鶏 事業 、 山 林 事 業 、 観 光 事業 を 手持 ける の が 小 半 井 農 牧 、 乳 | 
邊 事業 を 手掛け る の が 小岩 井 乳 業 。 
剛 手 の 自然 と の 中 で 培 わ れ た 誠実 ・ 地 道 な 活動 で 消費 者 か ら 大 き な 信 頼 を 得 て い る 。 | 
小岩 井 ブ ラン ド を 中 核 と し た 商品 の 認知 率 は 全国 に お いて も 非常 に 高い が 、 全 国 区 ゆえ に 、 
「 小 岩井 」 は 知っ て いて も 、 北 海道 に ある と 思っ て いる 人 が 多い こと か ら 、「『 小 岩井 」 ブ ラン 
ド は あく まで 岩手 発 で も る と いう こと を 強く 意識 し た 事業 に 取組 む 。 . 

山 瑞 光 「 四 季 亭 」 (全 艾 芝 温泉。 四 季 亭 ) : : お も て な し へ の こだわ り 

四 季 亭 法、 立地 条 件 中 不 利 罕 净 料 理 上 区 名 忒 兴 UT 力作 一 LT 客人 式 站 0 、1 如 A 上 膊 宙 ] 

・ の モデ ル 旅 館 の 一 つと 言わ れる 。、 . 
岩手 の 旬 の 良い 素材 を 出し 、 こ こ で し か 食べ られ な い 貴 重 か も の と し て 提供 し て いる 。 

オー プン か ら 18 年 連続 で 、 JTB の お 客 様 か ら 90 点 以上 の 評価 を 受け 、 全国 表彰 も 4 回 。、 
時期 落ち た も の の 、 料理 部 門 の 点数 を サー ビ "部 門 が 上 回 る よう に な り 、 90 点 台 と な る な 
ど 、 お も て な し に は 定評 が ある . 


re 








(2) 情報 戦略 の 検討 と 実践 
アァ ネッ トビ ジネス の 普及 に 向け た 取組 

・(20 年 度 ) 多く の 人 が 見 る イン ター ネッ ト ホ ー ムペ ー ジ の ノウ ハウ を 有する 申 央 講師 を 招き 、 
県 内 の 企業 等 に 対し 、 ネット ショ ッ プ の 現状 や や SEO 対策 (自分 の Web サイ ト が 上 位 に 表示 され る 
方 法 ) 、 大 手 ネッ ト 通 販 サ イト の メリ ッ ト ・ デ メリ ッ ト な ど に つい て 講演 。 

・(21 年 度 ) 県 と 民間 企業 が 協 働 し て 実施 し て いる ・「 地 蝶 発信 型 ビ ジネス モデ ル 調 査 事業 」 の 成 
果 を 普及 させ る た め 、 委 託 事業 者 (ホッ プス 費 、 メデ ィ ア クル ー 設 ) を 講師 と し た セミ ナー を 靖 
催し 、 企 業 へ の 普及 啓発 を 図っ た 。 

OQ マー ケティング セミ ナー の 開催 

第 1 回 『WEB3.0 時 代 の 情報 化 戦略 > イ ンタ ーネット で の 拡販 術 ~』 概要 

平成 20 年 9 月 26 日 ( 金 )' 15:00~17:00 (アイ ー ナ 会 議 室 804A) 

講師 : 株 式 会 社 ALBERT メデ ィ ア 事業 部 チー フ マ ネ ー ジ ャ ー 菅 由紀 氏 
第 2 回 『 ク チコ ミ マ ー ケ ティ ング の 現状 と 活用 事例 へ 消費 者 の 司 必 に 訴え る た め の ズ トー リー・ 

作り と は ?』 

平成 20 年 1 月 25 日 ( 火 ) 13 : 30~15 : 00 盛 阅 地 区 合同 了 含 (8 階 ) 讲堂 B 
講師 : アラ イド アー キテ クツ 株 式 会 社 代表 取締 役 社長 中村 壮 秀 氏 
- 第 3 回 『 岩 手 か ら の イン ター ネッ ト 通販 展開 方 法 』 5 

平成 22 年 3 月 16 日 : マー ケティング セミ ナー アイーナ: 学習 、 

講師 ① 株 式 会 社 メ ディ アク ルーIT ソリ ュー ショ ウル ホー ジャ ー 立 本 人 

_ 講師 の 株 式 会 社 ホ ッ プ ス 代表 取締 役 王 藤 昌代 氏 a CS 


イ 岩手 ブラ ンド 情報 の 一 元 化 に 向け た 取組 - . : 了 , | 
県 内 の 多く は 中 小 企業 で 、 個々 に 独立 し た 情報 和信 ・ 富 伝 を する こ と は 限界 が ある こ と か ら 、 


地域 の 俳 れ た 資源 を 発 哲 す る と と も に 、 機 構 の 且 P を 活用 し 人 電 全 を 行 お うと する も の で か 


る 。 
① 者 の キノ を 直す ちせ P て の イイ キノ を オリ ジレ で を 人 
http://iwatemirai. com/i 1watenomono。 htm1 

- 食べ 物 ・ 精 類 無 添加 の 梅酒 (南部 美人 X 黒 石 梅 ) 

が 、・ 目 本 で 初 の チョ コレ ー ト ピー ル (ベア レン 醸造 所 ) ー 
岩手 の 寒さ で 美味 し く な る 寒 締め ほう れん 草 
・ 広田 海産 の 牡 帆 を 使用 し た 黒 ピ ポー ル ( 世 嬉 の 一 酒造) 
“ 日 本 酒 を か け て 食べ る 蕎麦 (直利 庵 、 吾妻 铭 酒 造 ) - 
7 一 标准 六 疼 (早野 商店 )- ] 
技 ..・ 手 作り フラ イロ ッ ド (ロッ ド 工 房 カム パネ ル ラ ) - | 
本 和 和 YA THATOV ジャ ケッ ト (服飾 専門 店 1 s for mmo 
・ ウニ メ 布 (アト リエ ぐら ん ) 。 
・ 天 欠 の 挨 別 と し て も 使わ れる 和夫 拍 法 寺 汪 多 ied) 
-・ 世界 の プロ ベ へ 、 理美 容 用 は さ み (東光 社 ) 
・ プ ロ に 愛用 され る ” 世界 最 古 の 電子 楽 . 
- (宮古 市 、 - アーティ スト 8 テル ミン 製造 TAK: テ ルミ ン ラボ 5 窜 二 市】 
文化 、 ・ さ ん き 踊 り の 太鼓 (高松 武雄 太鼓 店 ) ーー 
、  .・ さ ん き 踊 り の 花 各 (花王 党 ) 
産業 ・ ペ ベッ ト ボ トル を リサ イ クル し た ラン ド セ ル - (キタ ダ ) 
- その他 ・ 震 考 販 ご 当地 キャ ラ わんこ きょう だ い ・ 


」 6 


② 岩手 の モノ を 紹介 する 展示 スペ ー ス を アイ ー ナ 「 い わ て 希望 プラ ザ 」 へ 設置 (HP と も 連動 )。 


.第 一 弹 : 
: 個 早 野 商 店 「 食 用 ホオ ズ キ 」 (企画 ・ 取 材 ・ ペ ネル 作成 ・ 展 示 ) 


・ 第 二 弾 
・ 第 三 弾 : 
・ 第 四 弾 : 





























失 ア マタ ケ の 南部 どり 


寒 締め ほう れん 草 の 紹介 (企画 ・ 取 材 ・ パ ネル 作成 ・ 展示 ) 
: オー ル 賑 手 の THATOV ジャ ケ ジ ト (企画 » 取材 = パネ ル 作 成 BG 展示 ) 


単 : さん さき 踊り の 太鼓 (企画 ・ 取 材 ・ パ ネル 作成 ・ 展 示 ) 
単 : さん さ 踊 り の 花 等 (企画 ・ 取 材 ・ パ ネル 作成 ・ 展 示 ) 
 : 手作り フラ イロ ッ ド (企画 ・ 取 材 ・ パ ネル 作成 ・ 展 示 ) 
RE 人 バネ ル 作成 ・ 展示 ) 
















































































の 上 急 約 な 取組 [買う なら 岩手 の も の 運動 。 \ 

世界 的 な 経済 危機 に 対応 し 県 内 消費 者 に に 県 産品 を 知っ て も らち う と いう こと か ら 、 岩手 県 で は 、 
平成 21 年 工 月 13 日 、 県 職員 自身 が 優れ た 岩手 の 商品 や サー ビス を 知り 、 率先 し て 利用 する 「 買 
うな ら 岩 手 の も の 」 運動 へ の 取り 組む こと を 発表 。 

いわ て 未来 づく り 機 可 で は 、 運 動 の 趣 呈 に 夫 同 し 、 同 年 2 月 9 日 の ラウ ンド テー ブル に ね お いて 、 
機構 と し て 県 民 運 動 と する た め の 取 り 組み を 進め て いく こ と を 決定 し た 。 0 

機構 で は 、 こ の 運動 を 「 岩 手 の 優れ た 商品 や サー ビス を 、 岩 手 に 住む 人 た ち が 知 り 、 育 て 、 つ 
くり あげ て いく 」 も の と 提 え て いる . 「 も ' 
① ロゴ マー ク の 公募 

_ こ の 運動 を 盛り 上 げ て いく た め 、 機構 で は 同年 2 月 16 日 か ら 3 月 12 日 まで の 間 、 運動 の ロゴ 
SE a EE GN 


募 が あっ た 。 


これ ら 多 数 の 応募 作品 か ら 、 選 定 委員 会 (委員 長 : 大 等 を 採用 
作曲 ぁ を 決定 し た 。 3 月 30 日 (月 ) 知事 か ら 表 彰 を 行っ た 。 


探 用 作品 





買う な ら 岩 手 の も の 




















製作 者 : 多田 寛 弥 (た だ ひろ み ) (84 歳 、 盛 岡市 東 安 廃 在住 、 会 社員 ) ・ の 
[岩手 D 「 い 」 の 字 を 買い 物 袋 に 見 立て 、 中 に 岩手 県 民 の 笑顔 を 詰め 込み まし だ 。 配 色 は 「 青 」「 縁 」 : 


「 朱 赤 」 で 、 そ れ ぞ れ 「 海 産物 」「 農 産物 」「 工 芸 ・ 工 業 製品 」 を 表し て いま す 。 岩 手 県 の すぐ れ だ 商 
品 を 買っ て いた だ く こ と で 、 いわ て が 元気 で 笑顔 人 





の ② の ぼり の 作成 及び 県 内 キャ ラバ ン の 実施 
いわ て 未来 づく り 機 構 の 「 買 うな ら 岩 手 の も の 」 運 動 ロ ゴマ ー ク の 決定 を 契機 と し て 、 県 内 
で 生産 され た 「 岩 手 の も の 」 (农林 水 产物 、 県 産品 、 工業 製品 、 サ ービス 等 ) の 利用 拡大 の た 
め の 普 及 活 動 を 、 特定 非 営利 活動 法人 「 震 手 み る さと ボラ ンティア 」 の ご "協力 を いた だ き 実 施 
し た も の 。 
O [ 湖 手 ある さと ポラ ンティア 」 の 広 当 加 に よる 、 | 着手 の も の 」 の 利用 拡大 に つい て の 街 
- 頭 で の 呼び か け 3 
〇 岩手 県 商工 会 議 所 連合 全 に の ぼり 100 を 購入 いた だ き 。 関係 機関 を 訪 間 し 、 知事 親 書 及 
び 「 買 うな ら 益 手 の も の 」 の の ぼり を 配付 (商工 会 誤 所 等 ) の うえ 、「 買 うな ら 状 手 の も の 」 
a i OR 加 
キャ ラバ ン 期 間 及 び 訪 問 先 . 
期間 : 平成 21 年 4 月 14 日 ( 火 ) て 4 月 6 日.() 
訪問 先 -: 県 内 小売 店 、 関係 団体 (商工 会 所 等 ) 他 


全 ロゴ マー ー ク の 活用 


機構 の ホー - ム ペー ジ (http: //iwatemirai: Sa か ら 上 自由 ピグ ウン ョ ー 届い no 
(運動 参加 企業 等 が ガイ ドラ イン に より 使用 ) ・ RS A 

@) 协 秆 企业 等 记 上 五 四 革 归 作成 《机构 忆 作成 直上 吕 雪 上 上 的 ) 

県 庁 関 係 課 、 盛岡 南 エ 会 識 所 及び 各 会 識 所 、 商 工 会 連合 信 に つい て は 栓 が 計 入 を 特 


| 


_ 应 
し 
ま .: 


a 

"の 
所 
の 
8 





“ We ーー 
-⑤- 県 外 フ ェ ア へ の 協力 等 9 3 we Me er 站 
-岩手 子 子 > RO 张 信 D 一 织 上 LT、 骨 手 大 学 の 開発 協力 品 を 東京 眼 座 の 「 い お て 銀河 プラ ザ } 
で 展示 ・ 販 売 す る 「 岩 手 大 学 フェ ア 」 や 、 県 主催 の 「 黄 金 の 団 い ち わ て フェ ア 」 な ど に 協力 し た 。 


7 岩手 ブラ ンド の 国内 外 展開 の 方 向 性 


Q) 基本 的 な 方 向 性 

個別 商品 の ブラ ンド 化 に よる 岩手 ブラ ンド の 展開 

成功 事例 調査 で は 、 商 品 や サー ビス な ど へ の “ こ た に わり " が 区 化 に 柴 が っ て いる こ - と が 分 か っ 
た よう に 、“ こ だ わり ” の 商品 が 、 その 良さ を 知ら れ て 行く こ と が ブラ ンド 化 に 叔 が る も の と 考え 
る 。 

それ と と も に 、 そ の プラ ンド の 発信 地 で ある 「 岩 手 」 の 地名 が 認知 され プラ ンド 化す る こと に よ 
り 、「 販 手 」 の 表示 が 宣伝 効果 を 持ち 、 あら に 、 新 た な プラ ンド の 創出 を 促進 させ る と いう 相乗 効 
果 を 高め て いく こと が 必要 で ある 。 ' 

地域 と 商品 プラ ンド の 連動 を 進め て 岩手 プラ ンド を 確立 し て いく た め 回 は 、 岩手 の 中 核 プ ラン 
Be ee ee DR ビン 
議 され て いな い 状況 と な っ て いる 。 ' ' 

例え ば 、 前 述 の と お り 小 財 井 ブラン ド は 乳 製 品 と し て 全国 ブラ ン ド と 言え る が 、 全 国 的 に は 、 小 
岩井 三 岩手 と 認識 され る に 至っ て いな いこ と は 、 当 該 企業 側 で も 認め て いる 。 ま た 、 地 名 + 商品 名 
下 为 为 三 随 扣 办 六 、 南 部 鼻 来 让 六 钥 、 江 刺 疾 人 二 、 南 部 世人 Asv 等 妖 DVAT 史 、[ 三 隐 ] [南部 上 [ 江 
刺 」 と いう 地名 が 「 岩 手 」 で ある こ と を 師 隊 させ る こと が で き な け れ ば 、 涯 学 の 中 柱 プ ラン ド と は 
な りえ な い 。 「 ' “ “ mm 

これ か ら 商 品 開発 を 進め る OE 
意識 し な けれ ば な ら な い 。. 「 d ' 

































































(2) 具体 的 な 方 向 性 
中 良い 素材 、 良い 製品 と いう だ け で は な Sa 売れ る 商品 づ く り 9 
マー ケティング の 手法 を 導入 し て 、 消費 者 の 欲す る 商品 を 開発 する こと が 売れ る 商品 づく り 


の 近道 で ある 。 売れ る 商品 作り の ノ ウ ハ ウ を 企業 へ 普及 啓発 し て いく こ 時 
- 〇 商品 デザ イン 


商品 開発 に つい て の ひと つの 大 きか な 構 成 要素 で ある 、 商品 デザ イン 、 パッ ケー ジ デザ イン 
に つい て 、 県 内 企業 で は 重視 し な い 傾向 に ある (県 内 企業 で 商品 デザ イン の 開発 を 実施 し て 
いる 割合 は 20.9% (H20 特許 室 事 業 )) こと か ら 、 生 産 者 ・ 経 営 者 へ の 啓発 を 行う な ど 、 デ 
ザイ ン を 意識 し た 取組 と する こと が 必要 で ある 。 8 


9 


また 、 最 近 は 核 家族 化 の 進行 と と も に 、 単 身 者 も 多く な っ て いる 。 こ の よう な 状況 を 踏ま 
え 、 例 えば 米 の ペッ ト ボ トル 詰 め 販 売 が 好評 で ある よう に 、 少量 パッ ケー ジ 化 な ど に よる 使 

い 有 の 良い 工夫 を 旭 す こと も 有効 か 手 有 と か っ て いる こ と か ら 、 パッ ケー ジ の 工夫 も 必要 
で ある 。 
〇 物語 性 な ど に よる 特徴 付け | ' ' 

消費 者 が 数 ある 商品 の 中 か ら 、 その 商品 を 選択 する に は 、 わか りや すい 物語 (スト ー リー) 
が ある こ と も ポイ ント と な る 。 歴史 や 文化 地域 性 、 自 然 、 先 人 の 苦労 な ど 岩 手 を 背景 と し 
"ながら 、 商 品 開発 に 込め た 想い 、 昔 労 、 品 質 、 材料 な どの 「 物 語 性 | を 重視 し た 取組 と する 
ご と が 必要 で ある 。 ' 

これ と と も に 、 消費 者 に 商品 の 特徴 を わか りや すく 表示 する こ と も 重要 で ある 。 例え ば 、 
自然 特性 (気候 ・ 圭二 ・ 海 流 ) 。 栽培 方 法 、 味 の 特徴 な ど を 具体 的 に 知ら せる 工夫 が 必要 で 
ある 。 2 
四 情報 マネ ジメント 戦略 の 構築 ルコ I 

- 月 進 月 歩 の イン ター ネッ ト (ツイ ッ タ ー、 ブ ログ 、 ユ ー チ ュー ブ 、 ホ ー ム ペー ジ な ど ) や メ 
ディ ア (テレ ビ 、 映画 、 マ ン ガ 、 ア ニ メ ) を 駆使 し て 情報 発信 を 行い 、 園内 外 に 岩手 ブラ ンド 
を 発信 する 必要 が ある 。 さら に は 、 売れ る 商品 づく り と と も に 、 イ ンタ ー ネ ッ ト を 活用 し た 、 
、 玉 ッ ト 通 販 の 拡大 を 図り 、 成功 事例 を 創出 し て いく 必要 が ある 。 
③ 岩手 と 商品 ブラ ン ド の さ ら な る 連動 : | . 

[地域 その も の 」 と 【「 地 域 商品 」 が 互い に その 価値 を 高め 連動 し て いく こ と は 重要 で あ 

る こと か ら 、 すでに ブラ ンド カ を 持つ 企業 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン を 秘 に し 、 「「 岩 手 」 と 「 岩 
手 ブ ラン ド 」 の 連動 を 図っ て いく 必要 が ある 。 ee 


"8 部 会 か ら の 提言 
- 導 の 強 み を 生か し た ブラ ンド 間宮 
大 提 言 1 六 . 


岩手 の 強み で ある 食分 野 に つい て 、 潜む だ に より ブラ ンド 作 を 回 am 
また 、 商品 へ の 物語 性 や 環境 と の 共生 、 プ レミ アム ブラ ンド な ど 区 別 性 を 持た せる と と も に 、 商 
- . 品 開 発 段階 か ら 販売 まで の ノウ ハウ と 幅広 い ネ ットワーク を 有する 商品 開発 コー ディ ネー ター の 
* 活動 基 癌 の 強化 や 既に 農 夫 工 連 紅 ビ ジネス 人 村 痛 成 に 取組 ん で いる 大 学 な どの 活用 に よる 取組 を 
行う 。・ 
F, 岩手 ブラ ンド の 強み を 活か す 分 野 。 . の 
・ 音 手 の ブ ラン ド と し て の 強み が ある 分 野 と し て は 、 着 产 加 工 品 、 水産 加工 品 を 中 心 と し だ 会 
料 量 分 野 で あ も る と と も に 、「 食 料 品 出 共 額 T に つい て も 、 増加 傾向 に ある こ と か ら 、 こ の 分 ) 野 を 
中 心 に 個別 商品 の プラ ンド 化 を 促進 する こ と が 重要 で ある 。 
(7) 農 商 工 連 携 に 
いわ ゆる 農 (株 水 ) 商工 連 的 の 分 野 の プラ ンド 化 は 、 の 原料 を 生み だ す 第 一 一 次 産業 の 活性 
化 に 繋が る 、~@ 加 工 導 業 分 野 に 波及 する 、⑨ 中 山間 地 ・ 沿 岸部 な ど で の 産業 化 が 可能 な こと 
か ら 、 雇 用 創出 、 ひ いて で は コミ ュ ニ ティ の 維持 発展 に 繋が る 地域 づく り で も ある 。 ' 
岩手 県 で は 、 農林 水産 省 の フー ド ・ コ ミュ ニケ ーション ・ プロ ジェ クト (FCP) に 呼応 
し 、 全 国 で 初め て 、FCP 圭 手 プ ラン チ を 設立 し 活動 を 展開 し て いる 。 この 取組 は 行政 、 食 
- 品 関連 企業 、 金融 機関 、 卸 ・ 小 売 業者 が 連携 し 、 企業 の 経営 強化 や 農 商 連携 等 に よる 具 
体 的 な 商品 開発 を 促進 し よう と する も の で ある 5 
(4) 地 产地 消 ， . 


盛岡 商 工 会 議 所 で は 、 岩 手 の 地 元 食材 を 積極 的 に 活用 し 、 メ ニュ ー に 創意 工夫 を 凝ら し て 
いる 料飲 店 を 募集 し て PR 看板 や ステ ッ カ ー、 チ ラ シ を 作成 し 、 県 民 や 来 盛 者 の 食 の 安全 ・ 安 
心 に つい て の 関心 と 信頼 を 高め る と と も に 地元 食材 を 国内 外 に 広く 情報 発信 を する 地元 食材 
活用 推進 事業 を 展開 し て いる ほか 、 八 幡 平 市 で は 、 地 元 の 産物 を 活用 し て 「 大 地 の め ぐみ フ 
ェ ア 」 と し て 盛岡 の ホテ ル で 開催 する な ど 、 岩 手 県 産 の 食材 を 積極 的 に 活用 し て 披露 する 動 
きも 出 て いる 。 ーー [ ' 
。 また 、 県 外 客 な ど を 交え た 各種 会 合 や 学会 、 大 会 等 の コン ベン ショ ン に お ける パー ティ 時 

に 、 県 産 食材 に よる お 品書き (メニ ュー) を 添え る と いう 活動 は 、 娠 手 の 食 の 豊か さ を 宣 伝 
する 効果 が 極め て 高い 。 ' 


. I i ei 
の 充実 な ど 次 金 支援 の ほか 、 商品 開発 に 官民 上 げた 取組 を 行う こと が 重要 で ある 。 
以下 、 具 体 的 な 取組 を 提案 する 。 ' 
イ 物語 性 の ある 商品 開発 と 特徴 付け | ; 
農林 水産 物 を 核 と し て ブラ ンド 化 に 取組 む 場合 、 競 合 する 地域 ・ プ デラ ンド と し て は 、 例 えば 「 北 
. 海道 」 が 想定 され る こ と か ら 、 北海 道 に は な い 岩 手 の 独自 性 を .「 商 品 の 物語 性 」 の 背 長 と する こ 
と が 必要 で ある 。 
〇 例え ば 、 いわ て 短 角 和牛 は 、 小 時 代 に 沿岸 と 内 陸 を 結ぶ ” 者 の 道 " で 使わ れ で いた め 天 南部 生 を ルー 
ツ と し 、 民 褒 ・ 南 部 生 追 い 唄 に 衣 わ れ て いる 。 北上 山地 の 「 夏 山 冬 里 」 の イメ ー ジ で 売り 出し て いる よう 
な 物語 性 が ある の は 、 岩手 な ら で は と いう こと が で きる 。 と この よう な 地域 の 歴史 ・ 文化 ・ 借入 、 先 人 の 若 

- 労 な どの 物語 性 が 、「 価 値 」 を 伴っ た 区 別 の 源 と な る 。 

- 〇 柴 波 産 ワイ ン ( 柴 波 自 酸 ワ ウイン) は 、 ワ イナ ー ト ト 夫 の 元 半 宰 、 田 中 克 事 氏 の 2 0 0 9 年 「 胡 も 感動 し た 
ワイ ン 」 に 選ば れ て いる 。 同氏 な 、 北上 山地 の 地質 は 日 本 の 中 で は 例外 的 に 古く 、 フラ ンス な ど 世 界 の ワ 
イン 銘 隊 地 と 同じ よう な 風土 (気候 土壤 等 ) で ある か ら 廊 い ブドウ が 採れ る と 述べ て いる 。 

ウ 環境 と 共 t 生 し た 岩手 ブラ ンド 
岩手 の 強み は 安全 ・ 放 な 良二 和 に 吉 ま れ て いる こ と で あり 、 農産 惣 に つい て は 農 素 の 
低 滅 な ど 環 境 と の 共生 な ど を さら に 進め る 。 
加工 食品 に 関し て も 、 地元 で 作ら れ た 毅 油 を 使っ た お 菓子 ・ 冷凍 補 魚 な どの 取組 が 行わ れ 始 
め て いる こ と か ら 、 この よう な 調味 料 な ど と の コラ ボ な ど オ ー ル 岩手 の 取組 を 拡大 する と と も 
に 、 こ だ わり 、 安 全 ・ 安 心 と と 言っ た 商品 を 特に 支援 する な ど 、 岩 手 の 強み を アピ ビー ル し な が ら 

売り 出す こと が 重要 で ある 。 “ 5 
〇 本 県 の 若手 経 党 潮 が 集まっ て 立ち 上 げた 内 手 汰 」( 人 長手 上 中 小 企業 年 中 央 会 会 長 の 佐藤 康 氏 ) 
・ で は 、 了 前 高 田 市 の 人 林 澤 商店 の 調味 等 を 使っ た 、 お 攻 子 、 冷 凍 ・ レト ルト 総菜 な ど を 開発 、 販 売 し て 
いる 。 

エ プレ ミア ム ブ ラン ド の 拡大 

いわ て 短 角 生 や 県 南 か ひとめぼれ な ど に つい て は プレ ミ テム プラ ンド に より 優れ た 商品 柏 を ア 

ピー ル し て いる が 、 こ の よう な 取り 組み は メデ ィ ア で も 取り 上 げ ら れる な ど 消 費 者 へ の アピ ー ル 
"効果 も 高い 。 

プレ ミア ム プ ブラ ンド づ くり は 栽培 管理 な どの 課題 も 大 きい も の で ある が 、 山 が 高けれ ば 裾野 も 
広がる と いう 視点 を 持ち 品目 の 拡大 を 図る 。 
オ 商品 開発 コー ディ ネー ター の 活躍 基盤 の 整備 

、 諾 商工 連携 商品 の 成功 例 を 多く 突出 する 五日市 知 鼻 商 品 開発 コー ディ ネー ター の 取り 組み を 
見 る と (H22. 9. 14 作業 部会 で 意見 交換 )、 商 品 開発 段階 か ら 生 産 者 の 想い を 捉え 、 そ の 開発 商品 
特性 ・ 流通 量 な ど を 想定 し 、 商品 開発 か ら 意匠 、 商 品 特性 に 対応 し た 販路 開拓 な どの 最適 化 を 図 
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っ て いる 。 

。 この よう に 生産 ・ 加 工 ・ 販 売 ま で の 一 連 の 流れ を 熱 知 し 、 様々 な ノウ ハウ と ネッ トワ ー ク を 有 
する 入 材 が 極め て 大 き な 役割 を 果たし て いる 。 

売れ る 農 商工 連携 プラ ンド の 創出 に 向け て は 、 この よう な コー ディ ネー ター が 十分 活躍 で きる 

基 擬 を 整備 する こと 
カ ブラ ント 確立 へ の 大 学 等 の 知 の 活用 “ ' 

岩手 大 学 で は 、 経営 と ビジ ネス 感覚 の 高い 農業 者 を 育成 する た め 、 意欲 の ある 農業 者 等 を 対 
象 に 「 い わ て アグ リフ ロン ティ アス クー ル 」 を 開設 し て いる 。 こ の 中 で は 、 マ ー ケ ティ ング 手法 
や 加工 特産 品 の 開発 ・ 流 通 技術 な ど を 修得 させ る 「 マ ー ケ ティ ング イノ ベー ショ ン ・ コ ー ス 」 も 
設置 し て いる 。 また 、 岩手 県 中 小 企業 団体 中 央 会 で は 、 食品 分 野 に お ける 生産 か ら 消費 まで の 一 
連 の 価値 連鎖 に つい て 全体 最適 に 視点 を 持ち 、 売 れる 商品 づく り を 進め る こと が で きる 人 材 の 育 
dr A ON 
を 行政 、 金 融 機関 等 で 支援 し 、 成 功 事例 を 創出 する 。 

また 、 岩手 大 学 や 県 立 大 学 、 岩手 県 工業 技術 セン ター な ど で は 、 県 内 の 食 資源 の 機能 性 の 研究 
も 行わ れ て いる 。 こ れ ま で の 研究 で は 、 ヤ マブ プ ド ウ や 雑穀 、 イ サダ 、 海藻 類 の 機能 性 が 明らか に 


な っ て き て いる こ と か ら 、 岩手 の 食 の 機能 性 を 消費 者 に 周知 し 、 消費 拡大 や 付加 価値 向上 に つ な 


げ る こと が 求め られ る 。 ; 
この た め 、 大 学 (AF R) で は 、 训 台 研究 机 天 等 D 知 在 活用 L、 丝 事 法 众 号 O 轩 保 法 合 苞 十 分 
留意 し な が ら 、 、 機 人 司 の ある 食材 の 一 般 向 け の デー タ ベ ペー ズ 化 を 行う 。 


(2) デザ イ ン 振興 と デザ イ ン に よる 売れ る 商品 作り 
大 提言 2 
官民 で 、 中 ・ 長期 的 な 取 り 組み と し て 岩手 ブラ ン ド の 展開 に 反映 させ る デザ イ ン 振興 戦略 を 集 
証する と と も に 、 大 学 の 活用 を 始め 、 デザ イン の 持つ カ の 結集 に 向け た 取組 を 行い 、 付加 価値 向上 
上 を 目指 す 。 
ペデ デザ イン の 振興 i : J : 
0 を 持つ 商品 で も 、 その 想い が 消費 者 に 正しく 伝わら な けれ ば 売れ る 商品 と は な ら な 
。 優れ た 工業 デ が イン は 機能 性 (使い 勝手 な ど ) と 美 し さ が 融合 し 、 消費 者 を 引き 付け る 。 ; 
た ペッ ケー ジア ザイ ン の 人 gm 性 り 手 の 想 いや コン セプト 、 商品 の 価値 を 消 給 者 
に 訴え か ける 。 
し か し な が ら 、 県 内 企業 で 商品 デザ イン の 開発 を 実施 し て いる 割合 は 20.9% GH20 特 训 室 事 
 、 業 ) と 低調 で ある 。 県 内 中 小 企業 者 は 、 "デザ イン は 商品 を 構成 する 「 パ ー ツ 」 と いう 意識 が 低 ] 
-・ く 、 半 果 と し て 商品 デザ イン や パッ ケー ジ デ ザイ ン に 対す る コス ト を 削減 する 傾向 に ある 。 
この た め 、 県 内 経営 者 (生産 者 ・ "発注 者 ) 等 に デザ イン の 意義 と 重要 性 や 適正 負担 な ど に つ 
、 いて 、、 砂 発 し て いく こと が 必要 で ある 。 
a . 海 外 に 目 を 転じ る と 、 イタ リア ・ フラ ンス な どの デザ イ ンカ は 外 貸 導 得 に 大 き な カ を 有 し て 
ー いる 。 我が国 と し て も 、 政府 の 知 的 財産 戦略 本 部 が 「 日 本 ブラン ド 戦 略 て ソフ ト パ ワ ー 産 業 を 
成長 の 原動力 に へ ~」 (平成 2 1 年 3 月 1 0 日 ) を 策定 し 、 クリ エイ ティ ブ 産 業 (デザ イン 、 ア 
i 映画 な ど ) の 海外 進出 促進 国内 外 へ の 発信 や 人 材 育 成 等 の 取り 組み を 
行っ て いる 。 
六 二 > 放生 岩手 D 持 ys- と 捉え 、 そ の 振興 に 乗り 出し た と こ ろ る" 
で ある 。 岩手 ブラ ンド の 展開 を 図る 上 で 、 クリ エイ ティ ブ 産 業 の も う ひ と つの 柱 、 デザ イン に 
着目 い プラ ンド 展開 の 大 き な 支 援 ツー ル と し て 、 デザ イン の 振興 を 図る 。 Se 
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その た め に 、 中 ・ 長期 的 な 取り 組み と し て 央 『 手 ブラ ンド の 展開 に 反映 させ る デザ イン 振興 戦 
略 を 官民 で 策定 する 。 
イ デザ イン の 持つ 力 の 結集 に 向け た 取組 ; 
県 内 で は デザ イナ ー と いう 職 で 生計 を 成り 立た せ て いる 人 は 数 少な く 、 多く は 企業 (メー 为: 
、 印 刷 会 社 、 ソフ トウ エア 業 等 ) の 企画 開発 部 門 、 ある い は 営 ぎ 業 部 門 と の 兼職 と 言 われ て で てい 
る 。 
この よう な 方 々 の 力 の ネッ トワ ー ク を 構築 し 、 得 
事例 の 紹介 な ど を 行い 、 デ ザイ ン の 持つ 力 を 県 民 ! 
を 開催 する と と も に 、 デ ザイ ン を 手がけ る 人 材 の 得意 2 
立 に 向け て 取り 組む こと が 必要 で ある 。 
ウ デザ イン 振興 へ の 大 学 等 の 活用 
本 県 に お いて は 、 妊 手 大 学 教育 学び 朱 手 和 放 業 和 大 に お いて デザ イン 吾 攻 の コー ス が 
設置 され て いる 。 
この ラー ス の 学生 は デザ イン を 専門 的 に 勉強 し て いる と と も に 、 地 域 へ の 舞い も 強い 。 
商品 開発 や パッ ケー ジ デ ザイ ン な ど を 卒業 制作 な ど と し て 行う こと は 学生 の 就職 準備 ある い 
は 進路 選択 の 機会 提供 な ど に も 効果 が ある こ と か ら 、 こ れ の 普及 拡大 を 図る 。 
また 、 岩 手 県 工業 技術 セン ター の デザ イシ 部 門 専門 家 は 、 デザ イン に 関す る 相談 や 指導 、 具 体 
的 依頼 に 基づく 制作 まで 行っ て いる こと か ら 、 大 学 ・ 短 大 ・ 工 業 技術 セン ター が 連携 と 役割 分 揚 
を し な が ら 、 個 別 事案 へ の アド バイ ス か ら 、 WP 具体 的 支援 な ど に 取組 む 。 


导 意 分 野 。 これ まで 手掛け て きた 作品 ョ な どの 
に 認識 し て も ら う 機会 (シン ポジ ウム な ど ) 
分 野 を 結集 し な が ら 、 岩手 ブラ ン ド の 確 


(3) 成功 ブラ ンド と 地域 と の 対話 を 通じ た ブラ ンド イメ ー ジ の 確立 
女 提 言 3 壇 
全国 的 な ブラ ンド カ を 有する 岩手 ブラ ンド 企業 と 地域 と の ブラ コミ ュ ニ ケー ショ ン を 図 
る 。 | 
号 了 7 y 力 办 和 大 平 企业 上 入 所 、[ 赂 玫 ] 上 条 人 上 三 生 | 术科 
・ あ る 。 
その 後 、 中 校 ブラ ンド を [岩手 」 に 結び つけ 、 岩手 四 商 品位 安心 安全 技术 力 东 高 wzV\5 1 
メー ー ジ を 国内 外 に 定着 させ る 方 策 を 検討 し て いく 。 
ブラ ンド コミ ュ ニ ケー ショ ン と は 、 通常 プラ ンド の 価 借 を 消 間 者 に 伝え る 行為 を 指す が 、 岩 
手 を 地元 (ゆか り の 地 ) と する 全国 的 な ブラ ンド と 岩手 の 地域 (自治体 、 钢 光 产业 、 地 元 土产 岗 
造 業者 、 旅 行 業者 、 地 域 住 民 ) と の 双方 向 の ブラ ンド コミ ュ ニ ケー ショ ン を 活発 化す る 。 
この 場合 、 直 接 利害 の ある 者 で は な く 、 地 元 市 町 村 な ど が 聞 に 立っ て 、 場 を 設定 する こと が 必 
要 で ある 。 
これ に より 、 ブ ラン ド 側 と し て は 
ブラ ンド の イメ ー ジ を 明確 化 、 プラ ンド の アイ デン ティ ティ の 確 立 
地域 に 知ら れ 地域 に 愛さ れる こと に よる 、. 売 上 へ の 寄与 と ロコ ミ な ど に よる 情報 発信 
地域 に 根付 いた 新た な 商品 開発 ' に 
地域 側 と し て は 
NG 
身近 に 全国 ブラ ンド を 持つ こと よる 地域 へ の 帰属 意識 、 時 り を 持つ こと が で きる 。 


i | 
O 〇 2009 年 の 王 年 に ちな ん で 実施 され た 岩手 県 の 「MOWMOW プ ロジ ェクト 」 で は 、 小寺 製品 と 大 
_ 船渡 産 牡 疾 や 岩 お 手 町 産 キ ャ ベツ な ど と の コラ ボボ に 取組 ん だ 。 小 岩井 乳業 で は その 後 も 4 商品 に 『 平 泉 マ 
CA I ET RA OR RE 
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(4) 情報 マネ ジ メ ン ト の 取組 
大 提言 4 太 
マン ガ に よる ソフ トバ パワ ー の 発揮 な ど 、 あ ら ゆ る 機会 を 捉え て 岩手 の 情報 発信 に 取組 むと と も に 、 
岩手 ブラ ンド に 関す る 情報 の 一 元 化 や アク セス 数 の 多い WEB へ の 取組 を 始め 、 新 し い 情 報 ツ ー ル . 
を 積極 的 に 取り 入れ る な ど 発 信 力 強化 に 向け た 取組 を 行う 。 
ア あら ゆる 機会 を 捉え た 岩手 の 情報 発信 
情報 が 満ち 溢れ て いる 状況 の 中 で 、 壮 手 に 関す る 情報 が 埋没 し な いよ うに する こと が 重要 で ある 。 
岩手 県 で は 、 今 年 度 、「 コ ミッ ク い わ て 」、「 ゴ ー ガ イ ! 岩手 チャ グチ ャ グ 新 聞 社 」 を 発刊 する な 
ど 、 マ ン ガ に よる 情報 発信 に 取組 ん で いる 。 県 庁 が マン ガ に 取組 み 、 コ ミッ ク な ど を 発刊 する こと 
_ 杜 、 話題 性 が あり 、 全 国 紙 な ど で も 取り 上 げ ら れる 好例 で ある こと か ら 、 マ ス メ デ ィ ア に 取り 上 げ 
。 ち れる よう な プッ シュ 型 の 情報 発信 や 、 発 信 力 の 高い 情報 源 の 活用 な ど 、 あら ゆる 機会 を 捉え て 内 
手 の 情報 を 発信 する こと が 必要 で ある 。 


また 、 岩手 の 魅力 を 発信 する 情報 は 県 、 市 町 村 、 観光 関 連 ・ 食 関連 産業 、 導 業 区 援 機関 な ど 各 所 


に 点 在 。 機構 会 員 及 び 関 係 機関 に 呼び か け 、 情 報 を 提供 し て も らい HP で 一 元 化 (再掲 化す る こ 
と が 有効 で ある 。 地域 資源 を 活用 し た 新 商 品 、 農 商工 連携 の 党 ・ 民 の 取組 事例 、 観光 地 情報 な どの 
"デー タベース を 目指 すこ と が 必要 で ある 。 
イ "アク セス 数 の 多い Web ペー ジ へ の 取り 組み > 2 ay 
資金 力 の 弱い 中 小 企業 、 控 え め な 岩手 の 県 民 性 な どか ら 、「 宣 伝 下手 」 と 言わ れ て 久 し い 。 
これ に 対応 し て Web (イン ター ネッ ト ) を 使っ た 新しい 宣伝 方 法 が 広まっ て いる こと か ら 、 ア ク 」 
セス 数 の 多い Web マー ジ と な る た め の 努 力 と 工夫 が 必要 で ある 。 機構 で は 、 この よう な 情報 を 機構 
x. ン バ ー に 提供 し 、 取 組 を 促す 。 ・ 
さら に 、 メンバー 相互 の Web- サ イト を リン ク す る こと に より 、 評価 を 高め る 。 
ウ 岩手 か ら 情 報 を 発信 する 人 を 増やす LO 
岩手 か ら 情報 を 発信 する 人 を 増やす こと と 、 ウ イッ ター -ys 
・ ある 。 


この た ゅ 、 プロ グ や ツイ ッ タ ー - を 始め る こ と を 促す た め の 取 組 を 行う と と も に 、 前 述 の よう な ュ 


ミッ ク いわ て な ど 絢 自 の 情報 の 和信 (プレ スリ リー ス 、 記者) を 積極 的 に 行う よう 苦 め る 。 


OR 
。 支 提言 5 友 。 . si Y - 
- 買 うな ら 岩手 の も の 運動 を 県 向け に 展開 する と と も に 、 涯 手 ファ ン 兵 大 に 向け 、 中 高生 の 修 
KO や シー 選べ の 仙人 コー ス の な ど に 
了 「 買 うな ら 岩 手 の も の 運動 」 の 発展 | 
買う な ら 半 手 の も の 刀 動 は 世 失 的 な 六 和 に 対応 し 上 放 を 知 っ て も ち うと 
いう 活動 を 中 心 に 行っ で きた が 、 所 外 溢 奏者 に 対し て も 岩手 県 族 品 を 知ら っ て も ら う 活動 と し て 
発展 させ る 。 
ee. 岩手 県 長期 計画 で わる 「 い わ て 県 民 計画 」 で は 、 「 ゆ た か さ 」「 つ な が り 」「 ひ と 」 を 未 
来 を 功 り 拓く 視点 に あげ て いる 。 「 ゆ た か さ 」 は 、 岩 手 県 の 持つ 豊か な 自然 環境 ぐ 伝統 、 文 化 、、 


_ 食 を は じ め と し た 安全 ・ 安 心 な 奪 ら し を 県 民 が 豊か で ある と 実感 し 、 誇 る 3 こと が で きる こと が 最 


1 も 重要 で ある 。 そ の た め に は 、 南 部 鉄器 を 代表 と され る 岩手 の モノ を 積極 約 に 生活 の 場 で 使用 し 、 
Ne 准 手 の 幅 か な 食 を 味わう と いう 地産 地形 を 進め る こ と が 重要 で ある 。 
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この よう な 視点 か ら 、「 買 うな ら 岩 手 の も の 」 運 動 は 、 緊急 的 な 活動 か ら 恒常 的 な 活動 へ 展 
開 さ れる こと が 望ま し く 、 さ ら に 、 県 民 こ ぞ っ て 誇れる も の と し て 「 私 も 好き で す 岩 手 の も の 」 
と 推奨 する こと が ブラ ンド 育成 に も A 0 二 人 は 県 外用 
D 屋 旗 (以 下 [新 幅 旗 ) ) の 作成 を 働き か けた と ころ 、 岩 手 県 商工 会 議 所 連合 会 (50 枚 )、 岩手 
県 政策 地域 部 (50 枚 ) が 応じ 剛 旗 を 作成 し た 。 益 手 県 政策 地 域 部 到 位、 NM な Th で 人 
六 黄金 D 国 、 wpP 工 了 工 三 」 习 志 四 机 在 活用 忆 、 今後 も 県 外 キ ャ ン ペ ー ン 等 で 使用 する こ 
し て いる 。 

盛岡 商工 会 議 所 で は 、 新 年 交 賀 会 に 新 剛 旗 を 含む 2 種類 の 剛 旗 を 掲げ て 開催 し 、 機 運 の 盛り 
上 げ を 図っ た 。 今後 は 、 物産 情 の みな ら ず コン ベン ショ ン 大 会 な ど で 広く 活用 され る 運動 に し て 
いく よう 発展 させ る こと が 必要 で ある 

難 手 県 民 が 岩手 ファ ン に な る と と も に 県 外 の 岩手 ファ ン を つく る 運動 は 、 先導 役 と し て の 役 
割 も さる こ と な が ら 、 自治 体 、 商工 団体 な ど に 今後 も 継続 し て 働き か け て いく 。 
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県 内 ペー ジョ ンー 県 外 バ パージ ョ ン (作成 清 ) 
※ 新 雪 族 に つい て は 、 貸出 を 行う こと と し て いる 


イィ 涯 手 ブラ ンド の 更 肖 ご 岩手 ファ ン を つく る ' 
岩手 ブラ ンド を 広げ 、 浸透 さ せる た め 、 岩 手 の モノ を 広く 知っ て も らい 、 岩手 ファ ン を 増やす 
必要 が ある ' ' ' 
「 モ ノ 」 と し て は 「 観 光 資 源 」 も 挙げ られ る 。 例 えば 、 北 山崎 が 日 本 交通 公社 の 格付 け の 中 で 
非常 に 高い ランク ( 特 A) を 与え られ て いる こと は 、 全 国 は も と より 岩手 の 人 に も 知ら れ て いな 
い 。 : ， 
他 県 の 大 学 を 選択 する 際 に 、「 行 っ た こと が ある 」 な ど 親 近 感 が ある こと も 動機 の 一 つと し て 
な っ て いる . (大 学 関係 者 か ら の 聴き 取り )。 こ の よう な 若年 層 の ファ ン 拡 大 に は 、 中 高生 の 修学 
旅行 誘致 が 有効 で も あるこ と か ら 、 こ れ ま で の グリ ー ン ツー リズ ム ( 農 漁村 体験 ) の 他 、 エ ネル ギ 
ー 地 産地 消 地帯 ( 崇 石 町 ・ 葛 巻 町 ) 体験 や 、 大 学研 究 室 の 訪問 ・ 模 擬 授 業 ・ 実 験 体験 な ども コー 
- ス と する な ど 、 多 様 な 選択 肢 を 提供 し 、 教 育 旅行 と し て の コン テン ツ を 磨き あげ 、 修学 旅行 の 誘 
致 を 図る 。 

さら に 、 県 外出 身 者 で 岩手 の 大 学 等 に 進学 し て いる 大 学生 に 対し て 岩手 の 魅力 を PR し 、 岩 手 
を 知っ て も ら う 取り 組み を 行い 、 岩 手 フ ァ ン の 拡大 を 図る 。 
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一 方 、 シ ニア 層 に つい て は 、 岩 手 大 学 が 行う 洛 在 弄 生 涯 学習 事業 「 シ ニア カレ ッ ジ 」 に 2010 
年 は 全国 各地 (9 割 は 県 外 ) か ら 訪れ た 4 4 人 が 参加 し 、 本 県 に つい て 幅広 く 学ぶ な ど 、 娠 手 フ 
アン の 拡大 に 貢献 し て いる 。 2010 年 は J TB が 同 事業 か ら 撤 退 し た が 、 こ の よう な 取組 は 有効 で 
ある こと か ら 、 継 続 を 期待 する 。 | 


(6) "海外 へ の 販売 展開 
大 提言 6 六 
アジ アビ ジネス 支援 へ の 動き が 活発 化し て いる こ と か ら 、 上 進出 企 業 や 上 海 万 博 を 機 に 本 

。 れ た ネッ トワ ー ク 、 岩 手 県 大 連 経 済 事務 所 を 活用 し な が ら 、 南部 鉄器 に 続く ブラ ンド 創出 に 向け 
て 産学 宜 が 連携 し て 取り 組む 。 

B20 特許 室 事 業 の 結果 で は 、 海 外 輸 出 に 積極 的 な の は 一 部 に 限定 され て いる 状況 で ある が 、 

ェ ト ロ や ( 独 ) 中 小 企業 基盤 整備 機構 の 支援 事業 を 企業 に 紹介 する な ど し て 、 人 

- 努め る 。 ま た 、 金融 機関 で は 、 例 えば 七 十 七 銀行 (仙台 市 ) と 香港 貿易 発展 局 と の 提携 、 岩手 銀行 
の 人 民 元 建て 決済 サー ビス 開始 な ど に 見 られ る よう に アジ アビ ジネス 支援 へ の 動き が 活発 化し 
て いる こと か ら 、 こ の よう な 取組 み の 拡 大 を 図る 。 

。 こと これから 海外 展開 を 図り た い 企業 か ら , 海外 取引 を さら に 維持 ・ 拡大 し た い 企業 まで を 舞 広 く 
対象 に し 、 損 易 基礎 実務 、 決 済 、 為 替 、 物 流 手配 、 通 関 、 保 険 、 セ コマ ー ス な ど に 関す る セミ ナ 


ー や 相談 会 を 開催 する と と も に 、. 既 に 進出 し て いる 企業 の ネッ トワ ー タク や 岩手 県 大 連 経 済 事務 所 < 


。 を 活用 し な が ら 、 海 外 展開 を 支援 する 。 
・ 。 さら に 、 県 内 の 大 学 や 専門 学校 等 へ の 留学 経験 者 や 現地 県 人 会 等 と の ネッ トワ ー ク を 構築 し 
、 現地 の 市 場 ニ ー ズ 情報 や 企業 情報 等 を 入手 し て 、 県 内 企業 の 海外 向け 商品 ・ デザ イン 開発 や ビジ 
ネス 展開 を 促進 する 。 . ' 
先進 国 を 直撃 し た 金融 危機 に より 日 国内 の 需要 は 低下 し て お り 、 中 間 層 人 が 人 に 拡大 し 、 
高い 成長 が 期待 され る アジ ア を 中 心 と し た 新興 国 の 市 場 は 大 き な チ ャ ンス で ある 。 pe 
”2010 年 に 開催 され た 上 海 万 博 で は 、 中 国 各 地 で 広く 愛飲 され て いる プー アル 茶 と 相性 の 良い 


茶器 と し て 、 全 入 的 工交 品 加 妈 南 类 大 < 了 R し た が 、 こ の 出展 を 和 欄 と し て 総和 7000 


方 円 の 取引 の 成約 に 結び 付く な ど 、 大 き な 足 掛か り を 得 て い る 。 i 
また 、 岩手 大 学 教育 学部 中 了 堆 授 と 州 市 の 水沢 物 工業 組合 が コラ ボ レ 、 世界 
最大 の 日 用 品 見 本 市 「 フ ラン ク フ ル ト ・ メッ セ ・ アン ビエ ン テ 」 に 水沢 鋳物 を 出品 し て いる が 、 - 
海外 の パイ ヤー の 方 々 か ら 高い 評価 を 得 て い る 。 さら に 、 や 衝 当 で の 全会 に や 南 . 
… . 部 鉄瓶 を 出展 する な ど 、 積極 的 な 海外 進出 を 図っ て いる 。 本 
ーー 。 一 方 、 盛岡 市 の 南部 鉄器 に つい て は 、、 既に 西区 市場 で は 紅茶 系 の 茶器 と し て 急須 の 人 気 が 高 ま 
2 っ で いる ほか 、 世界 に 通用 する プラ ン F ド と する べく フィ ン ラ ンド デザ イ ン の 導入 等 に よ り 主 に プ 
ロロ ュー ザー を ター - ゲ ッ ト と し て ヨー ロッ パ へ の 販路 を 確保 し よう と する 盛岡 商工 会 議 所 の JAPAN 


プラ ンド 育成 事業 に お いて は 、 パリ で 開催 され た TJAPAN ブラ ンド Exhibition in Parisl 全 


出展 する な どの 活動 を 展開 し た ほか 、 同 会 識 所 の 新年 交 損 会 で 開発 商品 を 使い 、 上 泉 産 生肉 で 靖 理 
実演 を する な ど 県 産品 販売 の 相乗 効果 を 高め る 動き を し て いる 。 、 . 
Sy この よう に 、 本 県 の 伝統 工芸 員 で ある 南部 鉄器 に は 海外 で 評価 も 高い こと か ら 、 南部 鉄器 を フ 
「- ラッ グレ ッ ジ と する と と も に 、 こ れ に 続く ワラ ンド の 創出 に 内 け て 、 記 学 宜 が 連携 し て 取り 組 。 
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